
璽置
平成 28年度春期

基本情報技術者試験

午後問題

13:00~15: 30 (2時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が碁準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1

必須

問2～問 7

4問選択

問8 1 問9～ 問 13

必須 1問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1)答案用紙は光学式読取リ装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおリマークしてください。マークの濃度

がうすいなど，マークの記入方法のとおリ正しくマークされていない場合は読み

取れません。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度に十分注意し

てください。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれいに消し，消し

くずを残さないでください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日を記入及びマークし

てください。答案用紙のマークの記入方法のとお リ記入及びマークされていない

場合は，採点されないことがあ ります。生年月日欄については，受験票の生年月

日を訂正した場合でも ，訂正前の生年月日を記 〔問3,問4,問6, 問7,問9を

入及びマークしてください゜ 選択した場合の例〕
(3) 選択した問題については，次の例に従って， 選

択欄の問題番号の項①をマークしてください。

答案用紙のマークの記入方法のとおリマークされ

ていない場合は，採点されません。問 2～問 7に

ついて 5問以上マーク した場合は，はじめの 4問

を採点します。問 9～問 13について 2問以上マ

ークした場合は，はじめの 1問を採点します。

(4) 解答は，次の例題にならって，解答欄にマークしてください。答案用紙のマー

クの記入方法のとおリマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 次の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選ぺ。

春の情報処理技術者試験は， Ia |月に実施される。

解答群 ア 2 イ 3 ウ 4 エ 5

正しい答えは“ウ 4"ですから，次のようにマークしてください。

I 例題 | a | ⑦の •lご®⑤®⑦⑦⑤ |

口

＇ 
＇ 
ー

置

裏表紙の注意事項も，

必ず読んでください。 - 1 -
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〔問題一覧〕

●問 1（必須問題）

問題

番号
出題分野

問11情報セキュリティ

●問 2～問 7(6問中 4問選択）

問題
出題分野

番号

問2 ソフトウェア

問3 データベース

問4 ネットワーク

問5 ソフトウェア設計

問 6 プロジェクトマネジメント

問 7 システム戦略

●問 8（必須問題）

問題

番号
出題分野

問8Iデータ構造及びアルゴリズム

●問 9～問 13(5問中 1問選択）

問題
出題分野

番号

問9 ソフトウェア開発（C)

問10 ソフトウェア開発 (COBOL)

問 11 ソフトウェア開発(Java)

問 12 ソフトウェア開発（アセンプラ）

問13 ソフトウェア開発（表計算）

テーマ

Webサーバに対する不正侵入とその対策

テーマ

リスト構造で管理されているセルとガーベジコレクタ

遊園地の入園者情報を管理する関係データベース

イーサネットを介した通信

スマートフォンを用いた店舗検索システム

ソフトウェアパッケージ導入時の調達先選定

販売データの分析

テーマ

筋易メモ帳のメモリ管理

テーマ

フラクタル図形の描画

福利厚生施設の宿泊予約管理

“すべきこと’'の管理

10,000m競走のチーム別順位の表示

販売分析
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共通に使用される擬似言語の記述形式

擬似言語を使用した問題では，各問題文中に注記がない限リ，次の記述形式が適用さ

れているものとする。

〔宣言注釈及び処理〕

記述形式 説明

゜
手続，変数などの名前，型などを宣言する。

／＊ 文 ＊／ 文に注釈を記述する。

・変数← 式 変数に式の値を代入する。

・手続（引数， ．．．） 手続を呼び出し，引数を受け渡す。

！ 
条件式 単岐選択処理を示す。

処理 条件式が真のときは処理を実行する。

汀
理式 1 

双岐選択処理を示す。

条件式が真のときは処理 1を実行し，偽のと

きは処理2を実行する。

処
理 2

： 条件式 前判定繰返し処理を示す。

理 処理 条件式が真の間，処理を繰り返し実行する。

後判定繰返し処理を示す。

I 処理 処理を実行し，条件式が真の間，処理を繰り

条件式 返し実行する。

I 
変数：初期値，条件式，増分 繰返し処理を示す。

処理 開始時点で変数に初期値（式で与えられる）

が格納され，条件式が真の間，処理を繰リ返

す。また，繰り返すごとに，変数に増分（式

で与えられる）を加える。

＇ 
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〔演算子と優先順位〕

演算の種類 演算子 優先順位

単項演算 +, -, not 高
I 

乗除演算 x, -;-, % 

加減演算 十一
＇ 

関係演算 >, <,こ,三, =, # 

論理積 and 
ヽ

論理和 or 低

注記 整数同士の除算では，整数の商を結果として返す。％演算子は，剰余算を表す。

〔論理型の定数〕

true, false 
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次の問 1は必須問題です。必ず解答してください。

問 1 Webサーバに対する不正侵入とその対策に関する次の記述を読んで，設問に答え

よ。

A社は，ロコミによる飲食店情報を収集し，提供する会員制サービス業者である。

会員制サービスを提供するシステム（以下， A社システムという）を図 1に示す。

利用者端末 ー

）

----------------------
LAN I 

・・・ ■ 

DBサーバ

FW:ファイアウォール

DB:データベース

会員情報

茫ルアドレス
訪れた飲食店惜報
ログイン情報
(IDとパスワード）

など

公開情報
飲食店情報
評価情報

図 1 A社システム

(1) FW, Webサーバ及び DBサーバがあリ，スマートフォンなどの利用者端末とは

インターネットを介して接続されている。

(2) Webサーバは DMZに置かれておリ， DBサーバは LANに置かれている。また，

利用者端末から Webサーバヘの接続には，セキュリティを考慮して TLSを用いて

いる。

(3) 会員登録を行った利用者（以下，会員という）には， IDとパスワードが発行さ

れる。

(4) DBサーバには，会員情報（氏名，メールアドレス，訪れた飲食店情報，ログイ

ン情報 (IDとバスワード）など）と公開情報（飲食店情報，評価情報）が保管さ

れている。
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(5) 会員は，公開情報を閲覧することができる。また， Webサーバにログインする

ことで， DBサーバに保管してある自分の会員情報と自らが書き込んだ公開情報の

更新，及び新しい公開情報の追加が行える。

(6) 非会員は，公開清報の閲覧だけができる。

(7) 会員が Webサーバにログインするには， IDとパスワードが必要であリ， A社シ

ステムは DBサーバに保管してあるログイン情報を用いて認証する。

(8) Webサーバ及び DBサーバでは，それぞれでアクセスログ（以下，ログとい

う）が記録されておリ，システム管理者が定期的に内容を確認している。また，シ

ステム管理者は，通常， LANから Webサーバや DBサーバにアクセスして，メン

テナンスを行っている。

なお，外部から Telnetや SSHで Webサーバに接続して，インターネットを介し

たリモートメンテナンスが行えるようにしてあるが，現在はリモートメンテナンス

の必要性はなくなっている。

ある日，システム管理者が，ログの確認において，通常とは異なるログが記録され

ているのを発見した。そのログを詳しく調査したところ，システム管理者以外の者が

管理者 IDと管理者パスワードを使って Webサーバに不正侵入したことが明らかにな

った。

そこで，システム管理者は上司と相談し，会員制サービスを直ちに停止した。次に，

今回の不正侵入に対する被害状況の特定と対策の検討を行った。不正侵入による被害

状況と対策の一部を抜粋したものを表 1に示す。

表 1 不正侵入による被害状況と対策（抜粋）

被害状況 対策

Webサーパヘの不正侵入があったことが確認された。秘 | I 密鍵への不正アクセスがあったかは確認できなかった。
a 

FWを経由し， Webサーバに不正侵入され，さらにそこか リモートメンテナンス用ポート

らDBサーバに不正侵入された。 について，

| b I 
一部の会員については会員情報が漏えいしたことが分か パスワードを変更することにし，

っているが，それ以外の会員については漏えいの有無を I C I 
特定できていない。
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また，パスワードの変更に合わせて，パスワードの強度（パスワードの候補数）の

検討を行った。これまでパスワードは，英小文字 26文字だけを受け付け，長さは 6

文字だった。これに対し，他の 3通りのパスワードの強度を比較した。その比較結果

を表 2に示す。

表 2 パスワー ドの強度比較（抜粋）

パスワードとして受け付ける文字種と長さ 強度の比較

(a)英小文字， 6文字（不正侵入前の設定）

(b)英小文字，8文字 (a)と比較して1 d I倍
(c)英大文字 ・英小文字， 8文字 (b)と比較して1 e I倍
(d)英大文字・英小文字・数字・記号， 8文字 (c)と比較して更に多い

この強度の比較結果を踏まえ，次のように A社システムを変更し，対策を実施し

た後に会員制サーピスを再開することにした。

(1) パスワードの文字種としては，英大文字と英小文字，数字，記号を受け付け

る。

(2) 長さが8文字以上 16文字以下から成るパスワードを受け付ける。

(3) 辞書に登録されている文字列など推測されやすいパスワードは受け付けない。
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設問 表 1,2中のI |に入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア TLSを使用していても不正侵入が行われたことから， TLSの使用を直ちに中止

し，通常の HTTPで通信を行う。

イ 新たな秘密鍵と公開鍵を生成し，その鍵に対する公開鍵証明書の発行手続を行う。

ウ 公開鍵証明書の再発行手続を行い，同じ秘密鍵を使用する。

工 秘密鍵へのアクセスが確認できていないことから，秘密鍵の変更や公開鍵証明書

の再発行は行わず，念のため秘密鍵の保管場所を，ネットワーク経由でアクセスで

きないディレクトリに変更する。

bに関する解答群

ア Telnetや SSH以外に HTTPも利用できるようにするために， HTTPのポートを

開放する。

イ インターネットからのアクセスを FWで禁止し， Telnetや SSHのポートは閉じる。

ウ システム管理者がどこからでもすぐに A社システムのメンテナンスができるよ

うに， TelnetやSSHのポートの開放は継続する。

工 パスワードや A社システムの実装清報の漏えいを防ぐために， Telnetのポート

は閉じ， SSHに限定してポートを開放する。

cに関する解答群

ア 管理者パスワー ドは変更し，全会員にパスワードの変更を依頼する。

イ 管理者パスワードは変更し，漏えいした会員だけにパスワー ドの変更を依頼する。

ウ 管理者パスワードはそのままにし，全会員にパスワードの変更を依頼する。

工 管理者パスワードはそのままにし，漏えいした会員だけにパスワードの変更を依

頼する。

dに関する解答群

ア 2X8 イ 26 ウ 2X26 エ 7X8 オ 10X26 カ 262

eに関する解答群

ア 2 イ 2X8 ウ 26 エ 208 オ 28 カ 268
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次の問2から問7までの6問については， この中から 4問を選択し，選択した問題につ

いては，答案用紙の選択欄の項じをマークして解答してください。

なお， 5問以上マークした場合には，はじめの 4問について採点します。

問2 リスト構造で管理されているセルとガーベジコレクタに関する次の記述を読んで，

設問 1,2に答えよ。

あるアプリケーションプログラム （以下， プログラムという）の実行環境では， プ

ログラムからの要求によって， データ領域をセルとして提供する役割を担う供給源を

実装している。プログラムは，使用中のセルをリストで管理している。

〔セルの構造とその管理方法〕

(1) 図 1に示すように， セルの構造は， ガーベジコレクタ（以下， GCという）が使

用するマークビットという 1ピットのフラグ，別のセルヘのポインタ，及び固定長

のデータ領域をもつ。 マークビットの初期値は 0である。ただし，以降の説明では

データ領域を省略する。

口マークピット

データ領域

図 1 セルの構造

(2) 図 2に示すように， セルは， メモリ領域の中に連続して格納される。別のセル

を指していないポインタには，

て表記している。

叫 L（終端記号）が格納されておリ，斜線を引い

爪冗冒ぶ出ふv̀置]-
図 2 メモリ領域の中に連続して格納されているセルのイメージ
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(3) 供給源の機能は次のとおリである。

① プログラムの実行開始時には，全てのセルは未使用セルとして，供給源が管理

している。ここで，未使用セルのマークビットは 0であリ，ポインタには NULL

が格納されている。

② プログラムから取得要求があると，管理している未使用セルを提供する。

（プログラムでのセルの使用方法〕

(1) プログラムは新たにセルが必要になると，供給源に要求を出し，未使用セルを

受け取リ， LIVEから始まるリスト（以下， LIVEリストという）に登録して使用す

る。 LIVEリストに登録され，プログラムが使用している状態のセルを LIVEセル

という。

(2) プログラムで不要になったセルは， LIVEリストから切リ離すだけで，供給源に

は返却しない。この状態のセルをガーベジという。ガーベジのままでは使用するこ

とができない。 LIVEセルがガーベジになる例を図 3に示す。 LIVEセルを実線，ガ

ーベジを破線で表している。図3(a)では， LIVEからのポインタ XはセルAを指し

ているが，プログラムの処理が進み，図 3(b)では，セル Cを指すようになった。

このとき，セル Aとセル Bは， LIVEリストから切り離され，供給源の管理下の未

使用セルでもなく，ガーベジになっている。

(a) LNEがセルAを指している状態 (b)セルAとセルBがガーペジになった状態

セルC セルC

図3 LIVEリストとガーベジの例

(3) プログラムからのセル取得要求が繰リ返されると，供給源が管理する未使用セ

ルが無くなってしまうことがある。このとき，プログラムが新たなセルを要求して

も，供給源からセルを受け取ることができず，プログラムの実行が停止する。そこ

で，ガーベジを未使用セルにする GCが起動される。
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設問 1 GCは， LIVEからのポインタをたどることによって，全ての LIVEセルを特定

することができる。また，メモリ領域を先頭から走査することによって，全ての

セルを識別することができる。未使用セルが無くなった状態では，特定された

LIVEセル以外のセルは全てガーベジである。 GCの処理方式の一つとして，マ

ークアンドスイープという方式がある。この方式による GC処理に関する次の記

述中のI Iに入る正しい答えを，解答群の中から選べ。

〔マークアンドスイープ方式による GC処理の説明〕

(1) LIVEからのポインタをたどって到達できる全ての LIVEセルのマークビッ

トを 1にする。この処理をマーキングという。マーキング終了後のセルの状態

の例を図 4に示す。

セルA セルB

セルC

注記 図中の 1はマーキングされたことを示す。

図4 マーキング終了後のセルの状態の例

(2) 次に，セルが格納されているメモリ領域中の全てのセルを重複が無いよう

に走査し，各セルのマークビットの値を調べる。マークビットが0ならば，そ

のセルはガーベジであるので，供給源に未使用セルとして返却する。マークビ

ットが 1であれば 0にする。以上の処理をスイープという。マーキング終了後

で，スイープ開始前のメモリ領域の状態の例を図5に示す。

且］］ー□且二王］口刊 且田 且
図5 スイープ開始前のメモリ領域の状態の例

1
,t 

GCが作動している間，プログラムの実行は一時中断される。中断の時間はマー

キングの処理量とスイープの処理旦に依存する。 GCの対象となるメモリ領域のセ
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ルの数を M,GC開始時の LIVEセルの数を Lとしたとき，マーキングの処理鰍は

| a |に比例する。また，スイープの処理量は| b |に比例する。

この GCの 1回の作動で再び利用できるようになるガーベジの数は

| c |と表せる。 Mに対する Lの割合 (L/M)を横軸に，単位時間当たリ

に再び利用できるようになるセルの数 (GCの効率）を縦軸にとってグラフを描

いた。 GCの効率と L/Mの関係を示すグラフの形として，最も適切なものは

| d |である。

a~cに関する解答群

ア L

工 M+L

dに関する解答群

ア GCの効率

ウ GCの効率

L/M 

L/M 

イ L-M

オ M-L

ウ M

イ GCの効率

L/M 

工 GCの効率

L/M 

設問 2 プログラムの実行開始後，初めて GCが作動した。マーキング終了後の状態に

おいて，マークビットが 1であるセルについての記述として正しい答えを，解答

群の中から選べ。

解答群

ア 供給源の管理下にある。

イ プログラムが使用中である。

ウ プログラムの処理が進む過程で， LIVEリストから切リ離された。

エ マーキングに続いて行われるスイープで，供給源に返却されることがある。
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問3 遊園地の入園者情報を管理する関係データベースに関する次の記述を読んで，設問

1~4に答えよ。

遊園地 Yでは，各アトラクションの入り口に ICカードの読取り機を設置して，入

園者の利用状況を収集するシステムを導入した。入園者は，全てのアトラクションを

追加料金なしで利用できるパスポートか，アトラクション利用の都度，料金が課金さ

れる入園券のいずれかを購入し，対応する ICカードを受け取る。 ICカードは退園時

に料金を精算してから返却する。ここで，入園者は退園まで遊園地を出ることはない

ものとする。

遊園地 Yでは，システム導入前は入園者の情報を図 1に示す表で構成されるデー

タベースで管理していた。下線付きの項目は主キーを表す。

入園者表

二 し二
入園時刻

084517 

券種表

登 券種名 料金

01 入園券 500 

02 小学生バスポート 2000 

図 1 システム導入前の表の構成とデータの格納例

設問 1 システムの導入に当たリ，データベースの表を図 2に示すとおリ再設計した。

次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

入園者表に退園時刻の項目を追加することによっ:| a |が分かるよ

うになった。また，利用表を追加することによって 9 | b__Jが分かるよう

になった。各アトラクションには一意のアトラクション番号を割リ振って，利用

表から分離したアトラクション表を作成した。
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入園者表

1 入園者番号 i券種 入園日 入園時刻 I退園時刻

00025987 02 20150115 I 084517 150851 

券種表

竺 券種名 料金

01 入園券 500 

02 小学生パスポート 2000 

利用表

入園者番号 利用時刻 アトラクション番号

00025987 091806 04 

00025987 102611 05 

00025992 102757 05 

アトラクション表

アトラクション番号 l ァトラクション名 料金

01 Iジェットコースター 500 

図 2 システム導入後の表の構成とデータの格納例

a, bに関する解答群

ア アトラクションの待ち時間

ウ 入園者数

オ 入園者の滞在時間

イ 休 園 日

工 入園者のアトラクション利用状況

設問 2 アトラクションごとの延べ利用者数を表示する。次の SQL文のI Iに

入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

SELECT 利用表．アトラクション番号，アトラクション表．アトラクション名，

C 

FROM 利用表，アトラクション表

WHERE 利用表．アトラクション番号 ＝アトラクション表．ア トラクション番号

GROUP BY 利用表．アトラクション番号，アトラクション表．アトラクション名
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解答群

ア AVG（利用表．アトラクション番号）

イ COUNT(*)

ウ MAX（利用表．アトラクション番号）

工 SUM（利用表．アトラクション番号）

設問 3 入園券でアトラクションを利用した入園者のうち，退園時の精算において

2,000円以上を支払った入園者について，精算額が多い入園者から降順に，入園

者番号と精算額を表示する。入園券の購入者は入園者表の券種に “01"が設定

されている。次の SQL文のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から

選べ。

SELECT入園者表．入園者番号， SUM（アトラクション表．料金） AS支払金額

FROM入園者表，利用表，アトラクシ ョン表

WHERE入園者表．入園者番号＝利用表．入園者番号 AND

利用表．アトラクション番号＝アトラクション表．アトラクション番号 AND

d 

ORDER BY支払金額 DESC

解答群

ア 入園者表．券種＝＇ 01'AND

アトラクション表料金＞＝ 2000

GROUP BY利用表．アトラクション番号

イ 入園者表．券種 ＝＇01'

GROUP BY入園者表．入園者番号

HAVING MAX（アトラクション表．料金） ＞＝ 2000 

ウ 入園者表．券種＝＇ 01'

GROUP BY入園者表．入園者番号

HAVING SUM（アトラクション表．料金） ＞＝ 2000 

工入園者表．券種 ＝＇01'

GROUP BY利用表．アト ラクション番号

HAVING SUM（アトラクション表．料金） ＞＝ 2000 

-15 -



設問4 パスポートを購入する際に提示することで料金が割引になる会員証を発行する

ことになった。そこで，図 3に示すとおリ，会員情報を格納する会員表を作成し，

入園者表に会員番号を格納する項目を追加する。次の SQL文で抽出できるよう

になる会員についての正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで， 1回も入園

していない会員はいないものとする。また，会員登録をしていない入園者の場合，

入園者表の会員番号にはNULLを設定する。

会員表
l 

会員番号 I 氏名 生年月日 1 入会日住所

00010s I情報太郎 東京都文京区000 19920901 I 20160114 

入園者表

1 入園者番号 1会員番号 I券種 入園日 入園時刻 I退園時刻

00028707 000108 04 I 20160218 I 100555 I 132021 

図 3 会員情報を追加した表の構成とデータの格納例

SELECT会員表会員番号，会員表．氏名

FROM会員表，入園者表

解答群

WHERE会員表．会員番号＝入園者表．会員番号

GROUP BY会員表．会員番号，会員表．氏名

HAVING MAX（入園者表．入園日）く '20160101'

ア 2015年以前に 1回も入園していない会員

イ 2016年以降に 1回以上，入園した会員

ウ 2016年以降に 1回だけ，入園した会員

工 2016年以降に 1回も入園していない会員
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問4 イーサネットを介した通信に関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

IPネットワークにおいて，あるホストが別のホストと通信する場合，通信相手の

ホストの IPアドレスを指定して通信する。下位層にイーサネットを用いるときには，

通信相手のホストの MACアドレス，又は通信相手のホストに到達可能なルータの

MACアドレスが必要になる。しかし， IPネットワークで通信を行うアプリケーショ

ンでは，通信相手の IPアドレスやホスト名を明示的に指定することはあっても，

MACアドレスを明示的に指定することはない。したがって， IPアドレスを手掛かリ

として必要な MACアドレスを得るために， IPネットワークでは ARP（アドレス解

決プロトコル）というプロトコルが用いられる。

〔MACアドレスに関する説明〕

イーサネットと IPを OSI基本参照モデルに当てはめた場合，イーサネットは物理

層とデータリンク層に該当し， IPはネットワーク恩に該当する。つまり ，IPネット

ワークでの通信で取リ扱う IPデータグラムを，下位陪のイーサネットで送信するた

めには， IPデータグラムを| a |したイーサネットフレームを送信する。この

とき，イーサネットフレームの宛先を表すアドレスとして用いられるのが MACアド

レスである。 MACアドレスの長さは 48ビットであリ，表現可能なアドレスの個数は

| b |個となる。

なお，ここでは MACアドレスを表記する際， 8ビットごとに 2桁の 16進数 00~

FFで表し，それぞれの間はコロンで区切る。例えば， 00:53:00:12:C5:8Aのように表

す。

〔A旺の機能の説明〕

IPアドレスを基に MACアドレスを得る ARPの機能は，問合せとして‘、ARP要

求”を送信し，それに対する回答として‘、ARP応答”を受け取ることで実現される。

例えば，セグメント 10.1.1.0/24において，ホスト A (IPアドレス 10.1.1.10,MAC 

アドレス 00:53:00:DA:C7:0B)がホスト B (IPアドレス 10.1.1.20,MAC.アドレス

00:53:00:EC:17:27)宛てに IPデータグラムを送信しようとしたとき，ホスト Bの

MACアドレスはARPによって，次のようにして得られる。
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(1) ホスト Aは， IPアドレス 10.1.1.20に対する ARP要求を送信する。このとき，

ARP要求は| c |される。

(2) ARP要求を受け取ったホスト Bは，その ARP要求が自分の IPアドレスに対する

問合せであることを確認すると，自分の IPアドレス 10.1.1.20と MACアドレス

00:53:00:EC:l 7:27を格納した ARP応答を送信する。同じ ARP要求を受け取ったそ

の他のホストは，それが自分の IPアドレスに対する問合せではないので，無視す

る。

(3) ホスト Aは，ホスト Bが送信した ARP応答を受け取ることによって， IPアドレ

ス10.1.1.20に対応する MACアドレスが00:53:00:EC:l7:27であることが分かる。

ホスト Aは，ホスト Bの IPアドレスと得られた MACアドレスの対応付けをキャ

ッシュする。キャッシュが破棄されるまで 10.1.1.20宛ての IPデータグラムを送る際，

イーサネットフレームの宛先 MACアドレスとして 00:53:00:EC:17:27を使用する。

設問 1 本文中のL---」に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア 宛先として格納

工 プリアンプルに格納

bに関する解答群

ア 48

工 232

cに関する解答群

ア TCPセグメントとして送信

ウ ブロードキャスト

ォュニキャスト

イ 送信元として格納

オ ヘッダ部に格納

イ 254

オ 248

ウ データ部に格納

ウ 256

イ UDPデータグラムとして送信

エ ホスト BのMACアドレス宛てに送信
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設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

図1は，ある企業の社内ネットワークの構成（一部）である。

基幹ネットワーク

192.168.1.0/24 172.16.1.0/24 

図 1 ある企業の社内ネットワークの構成（一部）

このネットワークにおいて，ホスト Dが，幾つかの宛先に IPデータグラムを

送信しようとするとき，ホスト Dは ARPによって送信に必要な MACアドレス

を得る。ここで，ホスト Dが IPデータグラムを送信しようとしたとき，宛先の

MACアドレスはホスト Dにキャッシュされていないものとする。

ホスト Eに対して IPデータグラムを送信しようとするとき，ホスト Dは

| d |のIPアドレスに対する ARP要求を送信する。

ホスト Fに対して IPデータグラムを送信しようとするとき，ホスト Dは

| e |のIPアドレスに対する ARP要求を送信する。

解答群

ア プリッジ C

エホスト F

イホスト D

ォ ルータG

ウホスト E

カルータ H

遷

浚
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問5 スマートフォンを用いた店舗検索システムに関する次の記述を読んで，設問 1~3

に答えよ。

E社は首都圏に約 50店舗をもつ生鮮食料品の販売店である。来店客数の増加を目

的として，指定した市区町村にある店舗情報をスマートフォンを用いて検索するシス

テムを構築することになった。このシステムは，スマートフォン上で動作するアプリ

ケーションソフトウェア（以下，アプリという）， Webサーバ及びファイルサーバか

ら構成されている。

〔システム機能の要件〕

(1) 利用者はプラウザを起動し，本システムの URLを指定して Webページを表示す

る。Webページには，検索を行うための市区町村名の入力欄がある。

(2) 利用者が入力した市区町村名で店舗検索し，その市区町村にある店舗名と住所，

電話番号，お気に入リ数及び特売情報を抽出して，お気に入リボタンとともに表示

する。利用者は表示された店舗を気に入ったならば，お気に入リポタンを押す。

(3) 検索対象となる E社の店舗データは，ファイルサーバ上の店舗データファイル

に保管されている。店舗データファイルのレコード様式を図 1に示す。

店舗番号 I 店舗名 I市区町村名 I 住所 電話番号 I特売情報

図 1 店舗データファイルのレコード様式

(4) 店舗ごとに，お気に入リボタンが押されるたびに 1が加算されるお気に入リ数

の値を，お気に入リデータファイルに保持する。お気に入リ数は， Webページで

店舗のお気に入リボタンが押された回数である。お気に入リデータファイルのレコ

ード様式を図 2に示す。

l 店舗番号 1 お気に入リ数

図 2 お気に入りデータファイルのレコー ド様式
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〔処理の流れ〕

本システムの処理は，次の処理Aから処理Cの順番で行われる。

処理 A:店舗を検索するための市区町村名の入力欄と，検索実行ポタンが含ま

れる Web画面を生成し，表示する。

処理 B:利用者が入力した“市区町村名”をキーに，読み込んだ店舗データフ

ァイルとお気に入リデータファイルを検索する。検索で得られた店舗

名，住所，電話番号，特売情報，お気に入り数，お気に入リポタン，

再検索を行うための市区町村名の入力欄，及び検索実行ポタンを検索

結果画面に表示する。市区町村に複数の店舗がある場合は列挙して表

示する。検索実行ボタンが押された場合は，再び処理 Bが行われる。

処理 C:利用者が検索結果画面に表示されている各店舗のお気に入リボタンを

押すと，お気に入リデータファイルの該当する店舗のお気に入リ数の

値に 1を加える処理を行う。続いて，お気に入リデータファイルから

新しいお気に入リ数を読み込んで，検索結果画面を再表示する。新た

に店舗のお気に入リポタンが押された場合は，処理Cを継続する。

〔実装方法の設計〕

システム機能の要件を満たし，処理の流れを実装する方式として， Web方式と

Webアプリ方式の二つを比較検討する。それぞれの特徴を表 1に，それぞれの方式の

シーケンス図を図 3, 図 4に示す。図において，上段が空欄の矢印はメッセージを省

略している。

表 1 Web方式と Webアプリ 方式の特徴

比較項目 Web方式 Webアプリ方式

スマートフォン上で起 プラウザ プラウザと，プラウザが読み込んだ Webアプリ

動されるアプリ

処理Bを行う主な場所 Webサーバ スマートフォン

プラウザ上の画面を切リ プラウザが読み込んだ Webアプリが，まず全て

替えるたびに， Webサ の店舗データファイルの内容をダウンロードす

画面の生成
ーパが生成した画面の情 る。その店舗データを華にして Webアプリが画

報をプラウザが読み込 面の情報を生成し，プラウザが表示する。このと

み，表示する。 き，画面を切り替えるたびに必ずしも Webサー

バにアクセスしなくともよい。
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〔シーケンス図〕

(1) Web方式で実装する場合

処理A三 ロニ: URL指定 ： ： 

〖---------------』-------------—叫
言□

処理B

処理c□ □  ： を押す ： ： 1加えることを要求 ： 
＇ □ 

図 3 Web方式のシーケンス図

処理 BではファイルサーバはIa |から得た情報を，処理 Cではファイルサ

ーバは| b |から得た情報を Webサーバに返却する。

(2) Webアプリ方式で実装する場合

処理A

処理B

処理c

三 直工冒
: URL指定 ： I I □-------------------] 
口 口 ｀ 画 面 生成 ！ ------------------- I I 

I I I 

， ぉ気に入リボタン ： ぉ気に入リ数に ： ： 
， を押す : 1加えることを要求 ！ ： 

口画面生凪―-1 : 
図 4 Webアプリ方式のシーケンス図
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処理 AではファイルサーバはIa |から得た情報を，処理 Cではファイルサ

ーバ叫 b |から得た情報をプラウザに返却する。

ここで， Web方式と Webアプリ方式の比較検討では，スマートフォンでの利便性

を考慮して，次の要件を追加した。

〔新規要件〕

スマートフォンなどのモバイル端末で用いる無線通信は，有線通信のネットワ

ークに比べて通信不能（以下，圏外という）になる頻度が高い。そのため，スマ

ートフォンなどのモバイル端末で動作するアプリは，圏外になっても検索の操作

が継続できるように設計する。

Web方式の場合，表示する画面はL-上--lので，処理 Bの実行中に1d | 
叶 e |の間の無線通信が圏外になると，次画面を読み込めなくなる。

一方， Webアプリ方式の場合は，通信を行わなくても，プラウザが読み込んだ

Webアプリで処理を行うことができる。処理 Bの実行中に［こ三ここ］と［ここここ］

の間の無線通信が圏外になって切断されても，検索の操作を続けることが可能となる。

したがって， Webアプリ方式で実装することにした。

設問 1 本文中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア お気に入リデータファイル

イ 店舗データファイル

ウ 店舗データファイルとお気に入リデータファイル
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cに関する解答群

ア プラウザがWebサーバに都度要求し， Webサーバが生成する必要がある

イ ブラウザがファイルサーバに都度要求し，ファイルサーバから取得する必要があ

る

ウ プラウザが生成するが，生成中に圏外を検知すると停止する

エ プラウザが生成し，都度表示させる必要がある

d, eに関する解答群

ァ Webサーバ

工利用者

イ ファイルサーバ ウ ブラウザ

設問 2 処理 Bでお気に入リ数を抽出するための必須項目として正しい答えを，解答

群の中から選べ。

解答群

ア店舗番号 イ店舗名 ウ市区町村名

工店舗番号，店舗名 オ店舗番号，市区町村名 力店舗名，市区町村名

設問3 Web方式と Webアプリ方式ともに，ファイルサーバから情報を取得する。フ

ァイルサーバから見て情報の要求元として正しい答えを，解答群の中から選べ。

解答群

Web方式の場合 Webアプリ方式の場合

ア Webサーバ Webサーバ

イ Webサーバ プラウザ

ウ ブラウザ Webサーバ

工 ブラウザ プラウザ
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問6 ソフトウェアパッケージ導入時の調達先選定に関する次の記述を読んで，設問 1,

2に答えよ。

C社では，会計システムの再構築を考えておリ，プロジェクト計画の策定中である。

本プロジェクトの目的は，業務の効率向上と，標準化による運用保守コストの削減で

ある。目的実現のための方式案として，ソフトウェアパッケージ（以下，パッケージ

という）の活用を検討している。ここで，業務プロセス及び運用フローについては，

パッケージの機能だけで実現する計画である。

〔比較検討の進め方〕

パッケージの比較検討は，次の手順で進める。

手順 1:C社の業務要件に近いと思われるバッケージを調査した結果，有力と

判断した 3種類のパッケージ製品について，要件定義から本番稼働ま

での概算見積を含む提案を，それぞれのバッケージベンダ (L社， M

社， N社）に依頼する。各社提案について，評価項目に基づいた評価

を実施する。

手順 2:提案されたバッケージを導入した場合のリスク分析を行い，対策を検

討した上で，リスクに対する評価を実施し，総合的に判断する。

設問 1 本プロジェクトのプロジェクトマネージャ (PM)は，手順 1に従い， L社，

M社， N社からの提案内容を評価した。その結果を表 1に示す。評価項目におけ

る各社の評点は，評価項目ごとの評価基準に重みを乗じて算出し，評点の合計を

総合評価とする。 PMが行った作業に関する次の記述中及び表中のI I 
に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。
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表 1 各社提案の評価

口
評価項目

パッケージの機能の ベンダの
ベンダのプ

概算見積金額
ロジェクト

適合度と拡張性 業界知識
経験数

（万円）

要求機能数 50に
C社予算上限 5,000万円

対する適合数 拡張性の

80％以上： 4 有無
高 ：4 多： 4 に対する見積金額

評価甚準
60％以上～ 有： 2

中： 2 中： 2 80％以下 ：4

80％未満： 2 無： 0
低： 0 少： 0 80％超 100％以下： 2

60％未満： 0 
100％超： 0

重み 20 10 30 20 30 

提案内容 適合数 ：42 有 高 多 4,700 
L社 ...... ..鳳··········--·--·· ••ロ・ト・ ト・~．．．．ー·••+• ·~ 十●●●●士•配し•-···· ········· ..... ...· -·• · ·••』 •••そ←雫· • •• • • ··- .... .........._... . . ．．響唱 •• •• •• 9・・・ •••• •M • • 9・・』 ••••• • " ~••••Hm••口•,...""......."..,... _.... ・・・.....“........... ・・・,.., ·~.....占←••幽． ．．．．．

評点 80 20 120 80 60 

提案内容 適合数： 44 有 低 多 3,800 
M社 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．十●●●● →●,........,.......幽． ．．．．．．．．．贔••••_ • .•• •,.. ... ..- · · · ............. ••••••••• ．．疇呵●●●●． ．．．．．．．．．．．．冒．．．．．．．．．．．．． ●●●..........・・ •一•••-·--··· •...... ・・・・-..臀．．．．，．．．・・・•••~H・ー••• ·ー•••• 綸幽．．．．．．．幽

I a I 評点 80 20 

゜
80 

提案内容 適合数： 32 有 商 中 4,500 
N社 ..mH• ~... -•• • •• • •-••••-• ••••- ------· --·...........—· - - -••-- --- —· ●●—··—•••·---—···-· ... ......幽,.... ·~. . L●ヽ•9,.,..卜→←9口9 ．ャ．．． 〒疇••F..「・疇響••-···· 9・・,..."............. -...尋，．．．_.......噸•'·· •••→............—~冒•一．．．．．．．一•―-----• . ・幽・-・-・-・ - - - -•—· - ----・・,. _..., 

評点 20 120 40 60 

注記 網掛けの部分は表示していない。

表 1で総合評価の値が最も高いのは| b |社であった。

aに関する解答群

ア 0

bに関する解答群

ア L

イ 60 ウ 120

イ M ウ N
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設問2 手順 2で PMが行ったリスク評価，及びパッケージ選択に関する次の記述中及

び表中のI Iに入れる最も適切な答えを，解答群の中から選べ。

〔パッケージ導入に関するリスク分析の状況〕

C社のプロジェクト管理規程では，表 2に示すリスク評価マトリックスを用い

て，発生確率と影密度の積の値で対策の優先度を決定する。値が6以上のリスク

項目は，リスク発生時の対策が必要と判断する。 プロジェクト計画時に，対策が

必要なリスク項目ごとに，概算見積費用の 10％を， リスク発生時の対策賀用と

して盛リ込むことにしている。 PMが表 1を基にリスクを洗い出し，評価を行っ

た結果を表3に示す。

表 2 リスク評価マト リックス

塁
JヽJ
＿ー

3
-2
 ー ー□]

-
3
 

2
 

度先優い

度

度

高

先

先

に

優

優

常

い

い

非

高

低

疇

言

表3 PMによるリスク評価の結果

L社 M社 N社
項

リスク
番

発生 影孵 リスク対策 発生 影密 リスク対策 発生 影智 リスク対策

確率 度 内容 確率 度 内容 確率 度 内容

要求機能に対するパッケージの

適合度が低いので，業務プロセ

1 ス，運用フローの変更項目が多
低い 大 低い 大 普通 大 I C | 

く，業務設計が遅延する。

C社の会計業務に対する理解が

2 
進まず，適用可能な業務プロセ

低い 中 高い 中 低い 中
ス，運用フローの合意が取れ

ず，業務設計が遅延する。

プロジェクト経験数が想定より

3 
も少なく，プロジェクト遂行能

低い 大 低い 大 普通 大
力が十分でないので，露大な課

題の解決が進まない。

注記 網掛けの部分は表示していない。

国

後
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リスク評価の結果から，例えば項番 1のリスクに対する N社パッケージヘの

対応として，プロジェクト立上げ時点に予防措置を講じていたとしても，

| d 1を契機にリスク対策を発動しなければならなくなったときのために，

「万円のリスク対策費用を盛り込む必要があるといえる。

リスク評価結果から必要となるリスク対策裳用を各社の概算見積金額に加えて，

各社提案の評価をやリ直した結果，総合評価の値の大小関係に変わリがないこと

から，表 1の総合評価の値が最も大きいパッケージを採択して会計システムを再

構築するプロジェクト計画の策定を進めることにした。

cに関する解答群

ァ c社内のシステムに関するプロジェクトの管理経験を有する， N社以外のベンダ

要員を増員する。

ィ c社の会計業務に関する業務マニュアルを整備し， N社の要員に研修を実施する。

ウ パッケージの機能を C社の業務向けにカスタマイズするために， N社の要員を

増員する。

工 パッケージを適用する際の C社の業務プロセス，運用フローの見直しについて，

C社内の有識者社員から成る検討要員を増員する。

dに関する解答群

ア 解決されずに残っている課題の増加

イ 業務プロセス，運用フローの改訂作業呈の増加

ウ 業務プロセス，運用フローのレビューでの指摘の増加

工 作リ込み機能の増加

eに関する解答群

ア 380 イ 450 ウ 470
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問7 販売データの分析に関する記述を読んで，設問1,2に答えよ。

B社は，洋菓子を店舗販売する小売店である。 B社は，来期の事業方針として，顧

客が自社の商品を繰リ返し購入する回数を増やすことによって，売上を増加させるこ

とを考えた。そのために，効果的な販売促進活動につなげることを目的として，既に

導入している ID-POSを利用して，顧客一人一人の購買履歴を分析した。

ID-POSは，各顧客に顧客 1Dを設定し，顧客 IDとその顧客の商品の購買履歴を管

理するシステムであリ，誰が，いつ，何を，幾つ購入したのかが分かる仕組みである。

設問 1 顧客の購買履歴の分析に関する次の記述中及び図中のI Iに入れる適

切な答えを，解答群の中から選べ。

B社は， ID-POSの購買履歴を活用し，ある商品カテゴリーを対象に，商品を

購入した顧客と，その顧客が同じ商品を再び購入する傾向にあるかどうかの分析

を行った。分析の方法として，購入人数と延べ購入回数からリピート率を算出し

た。

贈入人数は，対象期間中に同一顧客が複数回購入したときも 1人としてカウン

トした場合の人数であり，延べ購入回数は，顧客が購入した延べの回数である。

例えば，ある対象期間中に 5回購入した顧客が 2人， 3回購入した顧客が 1人，

1回だけ購入した顧客が 3人いた場合，購入人数は 6人，延べ購入回数は 16回

となる（図 1参照）。

購入回数
延べ購入回数は16回

5回目 l/0 0 ‘l 

4回目 10 0 i 

3回目 lO O O l 
2回目 ：oo o l 

1回目＼oo o o o oノl

位§り§ §り購入人数は6人

図 1 購入人数と延べ購入回数の説明
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ここで， リピート率の算出式は，

リピート率＝（延べ購入回数一購入人数） ＋延べ購入回数 X100 

とする。リピート率は，延べ購入回数に対して， 2回目以降の延べ購入回数（＝

延べ購入回数 一購入人数）の割合を示す指標である。図 1の例では，延べ購入

回数が 16回であり， 2回目以降の延べ購入回数は図 2に示すように 10回である

ので， リピート率は 62.5％となる。

購入回数
延べ購入回数は16回

5回目 ，／0 0 2回目以降の ］ 
4回目 ,o0延べ購入回数は10回1
3回目 lO O O l 
2回目 ：oo o , 
1回目~Q _Q_ 9 0 0 Oノl

りりり位りり購入人数は6人

図2 2回目以降の延べ購入回数の説明

B社の商品のうちで日常的に販売されている商品 S~Xについて，顧客は， 1

回の購入で平均して同一商品を 2個購入している。また，限られた一部の顧客だ

けが購入を繰リ返すというような購入回数の大きな偏リはなかった。各商品の購

入人数と延べ購入回数，売上金額は表 1のとおリである。

表 1 各商品の購入人数，延べ購入回数，売上金額

商品 購入人数（人） 延べ購入回数（回） 売上金額（千円）

s 4,782 5,217 2,400 

T 1,321 1,729 951 

u 1,312 3,465 2,079 

V 4,732 24,121 4,824 

w 3,100 4,013 1,605 

X 1,689 2,712 1,356 

これらの商品の購買履歴の分析を行うために，図 3のバプルチャートを作成し

た。ここで，バプルの大きさは， 売上金額を表す。
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リピート率（％）
100.0 

90.0 

80.0 

70.0 

60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10.0 

0.0 _ 

゜
1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

購入人数（人）

図3 購買履歴の分析結果

今回分析した商品の中で，商品 Vは，購入人数が多くリピート率も高いこと

から，商品 Vを繰り返し購入してくれる顧客が多いと考えられる。商品

「]|iま，購入人数は多いが，リピート率が低いので，商品そのものに魅

力がないと考えられ，売上を増加させるためには,| c |必要がある。商

叫 b |iま，購入人数は少ないが， リピート率が高いので，限られた顧客

に人気が高い商品と考えられる。したがって，試食会を開催するなどして，

仁ニコことによってこ二，売上の増加が見込まれる。

a, bに関する解答群

ア S イ T ウ U 工 w 才 X
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c, dに関する解答群

ア 商品が欠品しないようにする

イ 商品の素材や味を見直す

ウ 商品の認知度を高める

工 より価格が高い商品を勧める

eに関する解答群

ア 価格を上げれば

ウ 来店客数が増えれば

イ 購入人数が増えれば

エ リピート率が上がれば

設問2 売上拡大の施策に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，解

答群の中から選べ。

B社では，広告を行って新規顧客を開拓し，その新規顧客にも繰リ返し購入し

てもらうことで売上の増加を図る計画を立て，商品 Uについて効果を見積もっ

てみた。費用と効果の見積リを表2に示す。

商品 Uの価格は 300円， 1回の購入で商品 Uを平均 2個購入するものとする。

また，効果見積リは，過去 1年間の実績値に対する値とする。

ここで，効果額は，売上金額の増加額から広告費用を引いた額とする。投資効

果は，広告費用に対する効果額の割合であリ，その割合が 1よリも大きければ，

投資効果があると評価する。

費用

効果

表2 費用と効果の見積り

広告賀用

購入人数の増加

延べ購入回数の増加

300千円

600人

1,240人

この施策によって，商品 UのIf |となる。したがって，この施策は，

商品 Uに関してはIg |すると考えられる。
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fに関する解答群

ア 売上金額は 1,147千円となリ，効果額は444千円

イ 売上金額は 1,412千円となり，効果額は一968千円

ウ 売上金額は2,439千円となり，効果額は60千円

工 売上金額は2,823千円となり ，効果額は444千円

gに関する解答群

ア 投資効果はあるが，リピート率は低下

イ 投資効果はないが，リピート率は向上

ウ 投資効果はあり，リピート率も向上

工 投資効果はなく，リピート率も低下
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次の問8は必須問題です。必ず解答してください。

問8 次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1,2に答えよ。

携帯端末上で稼働する簡易メモ帳の機能のうち， メモの編集処理（メモの追加 ・削

除・変更・移動）を行う部分のプログラムである。図 1は，簡易メモ帳に 4件のメモ

"Aoki", "Imai", "Uno"及び ‘‘Endo’'を登録した場合の表示例である。

簡易メモ帳 1x I 
I> : Aoki 

t> : ＇ Imai 

r> ＇ : Uno 

I> :Endo 

匡 匠区匿

囮 1 簡易メ モ帳の表示例

〔プログラムの説明〕

(1) メモは，画面に表示可能な 1バイトで表現できる文字から成る文字列である。

各メモは，文字列の前に，文字列の長さ (0~255)を 1バイトの符号なし 2進整

数の形式で付け加えて格納する。例えば，

（以下，文字列の長さは 10進数で表記し，

メモ ‘‘Hello!’'は，次の形式で格納する

その値に下線を付けて表す）。

l I o H I e 6
-

．

．
 

(2) メモの格納と管理のために， 2個の配列 Memo[],Data[]と， 4個の変数 MemoCnt,

MemoMax, Datalen, DataMaxを使用する。

各メモは，配列 Data[]の先頭から順に， 1要素に 1バイトずつ（1)で示した形

式で格納し， その格納位置の情報を配列 Memo[]に設定して管理する。

MemoMaxは格納できるメモの最大件数（配列 Memo[]の要素数）， MemoCntは現在

格納されているメモの件数である。

DataMaxは格納できる最大文字数（配列 Data[]の要素数）， Datalenは現在格納

されている文字数である（文字数には，文字列の長さの情報を含む）。
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(3) 簡易メモ帳の画面には，配列 Memo[]の要素番号の昇順に， それが指すメモを取

リ出して， メモを表示する。図 1の表示例は，図 3（後出）の状態に対応している。

(4) メモの編集処理を行うための関数の概要は，次の①～⑤のとおりである。 これ

らの関数が呼ばれるとき，引数の内容や配列の空き状態などは事前に検査済みで，

正しく実行できるものとする。

なお，以降の図に示す実行例では， MemoMax= 5, DataMax = 25としている。

①
 

関数： resetMemo() 

全てのメモを消去する。MemoCntと Datalenに 0を設定することによって，

Memo[]とData[]の全要素を“空き”の状態にする。

reset Memo()を実行した後の配列・変数の状態を， 図 2に示す。以降の図で，

網掛け部分［ロニ］は， その配列要素が‘‘空き’'であることを表す。

゜Memo[]: [ 

ー
―

―

 

2
 ―

―

 

3
 ―

―

 

4
 ―

―

 

MemoMax: 5 

MemoCnt：ロ

DataMax: 25 

Datalen：［コ

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

Data[]: I 

関数 resetMemo実行後の配列・変数の状態図 2

②
 

関数：addMemo（整数型：textLen,文字列型：text)

1件のメモを追加する。長さtextlenの文字列 textを Data[]の最初の空き要

素以降に格納し，その格納位置の情報を Memo[]に設定する。図 2の状態から，

addMemo(4, "Aoki") 

add Memo (4, "Imai") 

addMemo(3, "Uno") 

addMemo(4, "Endo") 

をこの順に実行した後の配列・変数の状態を，図 3に示す。

0 1 2 3 4 

Memo[]:~ 
...... .......... ......................................... 

．．．．．．．．．．．． 
• • ·•... ・・“● "........ 

O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

Data[]: 

関数 addMemo(4件）実行後の配列 ・変数の状態

MemoMax: 5 

MemoCnt：［コ

DataMax: 25 

Datalen：ロ

図3

国

後
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③ 関数： deleteMemo（整数型：pos)

1件のメモを削除する。 Memo[]の要素番号pos+l以降の内容をそれぞれ一つ

前の要素に移し， MemoCntから 1を減じることによって， Memo[pos]が指すメモ

を削除する（表示の対象から除く）。 Data[]中の参照されなくなったメモは，そ

のまま残す。図 3の状態から， deleteMemo(0)を実行した後の配列・変数の状態

を，図 4に示す。以降の図で，斜線部分冒言冒は，参照されなくなったメモで

あることを表す。

0 1 2 3 4 MemoMax: 5 DataMax: 25 

Memo[] : ~ MemoCnt：［コ Datalen：口］
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．：．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． 
....................... 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

Data [ ] : |言疇] |-1 | I | Il1l | a | 1 | : | u | n | o | i | E | n | d | o | | | | | | | 
図4 関数 deleteMemo実行後の配列 ・変数の状態

④ 関数：changeMemo（整数型：pos,整数型：textLen, 文字列型： text)

1件のメモの内容を変更する。長さtextlenの文字列 textをData[]の最初の

空き要素以降に格納し，その格納位置の情報を Memo[pos]に設定することによ

って， Memo[pos]が指すメモの内容を変更する。 Data[]中の参照されなくなっ

たメモは，そのまま残す。図 4の状態から changeMemo(2, 3, "Abe'’)を実行し

た後の配列・変数の状態を，図 5に示す。

0 1 2 3 4 MemoMax: 5 DataMax: 25 

Memo叫~ MemoCnt：口 DataLen ： 口〗

·········• 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

D a t a [ ] : |言疇]|-i | I | n | a | i | : | u | n | o |璽言言|琴|-3 | A | b | e | | | 
図 5 関数 changeMemo実行後の配列・変数の状態

⑤ 関数： moveMemo（整数型：fromPos,整数型：toPos)

1件のメモを移動する。 Memo[]の要素の並び順を変えて， Memo[fromPos]の

内容 を Memo[toPos]の位 置 に移動する。 fromPos < toPos の場合は，

Memo[fromPos]の値を取リ出し， Memo[f romPos + 1]~Memo[toPos]の内容を前

方に 1要素分ずらし，取り出した値を Memo[toPos]に設定するという操作を行
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う。fromPos> toPosの場合も，これと同様の操作を行う。図 5の状態から

moveMemo(2, 0)を実行した後の配列・変数の状態を，図 6に示す。

0 1 2 3 4 

Memo[]:~ 
'心：：．．．．．．．．．．．．．．．．．

·······• 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

Da t a [ ] : |言冒]|重］疇言疇1 | I | Il1 | a | i | 2 | u | n | o |重雪星|董|-: | A | b | e | | | 

MemoMax: 5 

MemoCnt：ロ

DataMax: 25 

Datalen：ロ

図6 関数moveMemo実行後の配列・変数の状態

〔プログラム〕

0大域整数型： MemoCnt, MemoMax, Memo[MemoMax] 

0大域整数型： Datalen,DataMax 

0大域 8ビット論理型： Data[DataMax] 

0関数： resetMemo() 

• MemoCnt← O 

• Datalen← 0 

0関数： addMemo（整数型：textLen, 文字列型：text)

0整数型： i 

• Memo[MemoCnt]← （ a
 • MemoCnt← MemoCnt + 1 

• Data[Datalen]← textlen 

• Datalen← Datalen + 1 

I : •Daot、a[``:enxt:enl’]1← text[ l ] 

• Datalen← | b | 

0関数： deleteMemo（整数型：pos)

0整数型：

• i← L __ 2 

I : ]::OM[:mo:n]]← Memo[i] 

• MemoCnt← MemoCnt - 1 
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0関数： changeMemo（整数型：pos, 整数型：textLen,文字列型：text)

0整数型： i 

• Memo[pos]← Datalen 

• Data[Datalen]←textlen 

• Datalen← Datalen + 1 

I ：贔＇a［̀:aLt:nxt:enl1]1 ← text[ I] 

• Datalen← | b | 

0関数： moveMemo（整数型：fromPos,整数型：toPos)

0整数型：i,m 
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設問 1 プログラム中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア Datalen

ウ Datalen+ textlen 
オtextlen

イ DataLen+ 

エ DataLen+ textLen + 

力textLen+ 

cに関する解答群

ア MemoCnt- pos 

ウpos

イpas- 1 

エpas+ 

dに関する解答群

アfromPos, i ~ toPos - 1, -1 

ウtoPos, i ~ fromPos - 1, 1 

イfromPos, i ~ toPos + 1, -1 

エtoPos, i ~ f romPos + 1, 
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設問2 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

このメモの管理方法では，削除されたメモや変更前のメモは， Data[]中に参

照されない状態で残っている。その結果， Datalenの値は一方的に増加し，やが

て Data[]中の空き要素が枯渇する。次に示す関数 clearGarbage()は， Data[]

中の参照されなくなったメモを取り除き，空き要素を増やすための関数である。

0関数： clearGarbage() 

0整数型： d, i, m 

08ピット論理型： temp[DataMax] 
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プログラムの配列・変数が図 6に示す状態のときに， clearGarbage()を実行

すると，実行が終了した時点で， Memo[l]の値は| ~, Memo[2]の値は

亡ニコ， Datalenの値はこ 二となる。

解答群

ァ。

カ 9

イ 3

キ 10

ウ 4

ク 12

工 5

ケ 13

オ 7

コ 23
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次の問9から問 13までの 5問については，この中から 1問を選択し，選択した問題に

ついては，答案用紙の選択欄の項しをマークして解答してください。

なお， 2問以上マークした場合には，はじめの 1問について採点します。

問9 次の Cプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

〔プログラムの説明〕

図形の一部を拡大すると，再び同じパターンの図形が現れる自己相似性をもつ図形

を，フラクタル図形と呼ぶ。関数print_fracは， 文字“*'’及び空白文字を二次元の

格子状に並べてフラクタル図形を描画するプログラムである。

(1) 関数pri nt_fracが描画するフラクタル図形の例を，図 1に示す。

深さ

゜
1 2 3 

ビ］ 匠描画結果 *＇ :* *， :* ＊ ＊ ： ＊ ＊ * * : * * 
----’――-- ＇ 

' ' 

*＇ ' ＇ *， ' ＇ * :＇ * * : * ―・ ------.,----------------,--------
*:， * ＇ ＊ * : ＊ *: 

＇ ＇ ＇ -- - -1--- -

＇ *: ＇ 
＊ ＇ ＊ ， 
＊ ＊ ： ＊ ＊ ＇ 

＊ ： ＇ ＊ 
， ， 

------―̀-------• --------r-------
＊ *: ， 

＇ ＇ ＊ ， ， 

図1 関数pri nt_fracが描画するフラクタル図形の例

① 深さが0の図形は， 1行1列の文字“*”から成る図形である。

② 深さが1以上の図形は，深さが0の図形に対して，（2）で説明する生成規則を，

深さの回数だけ繰返し適用して得られる図形である。

(2) 深さがd(1以上）の図形は，深さがd-1の図形を構成する一つ一つの文字を，

文字 ‘‘*'’であるか空白文字であるかに応じて，図2に示す生成規則のとおリに，

文字の行列で置換したものである。
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深さがd-1 深さがd

生成パターン の図形を構成 の図形を構成

の例 する文字 する文字の行列

匝 にl ⇒ 囲
口 ⇒ 田

図2 フラクタル図形の生成規則

① 文字‘‘*"の部分は，生成パターンと呼ぶ文字の行列で置換する。

② 空白文字の部分は，生成パターンと同じ大きさで全ての要素が空白文字の行列

で置換する。

(3) 生成パターンは，二次元の配列変数patによって与える。patの各要素の値は，

空白文字を表す0,又は文字“*”を表す1である。 patの行数，列数及び内容を変

更することで，異なるフラクタル図形を描画することができる。

(4) 関数pri nt_fracの仕様は次のとおリである。

機能 ： 深さが dのフラクタル図形を描画する。

引数： d フラクタル図形の深さ

(5) 関数pri nt_fracで使用している関数exists_atの仕様は次のとおリである。

機能 ： 深さがdのフラクタル図形のi行j列目が空白文字であるか文字

"*"であるかを判定する。

引数 ： i 行数（一番上の行を 0行目とする）

列数（一番左の列を0列目とする）

d フラクタル図形の深さ

返却値： 判定結果（0:空白文字， 1:文字 ‘‘*'’)

ここで，関数の引数に誤リはないものとする。
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〔プログラム〕

#include <stdio.h> 

int pat[2][2] = 

{ 1, 1 }, 

{ 1, 0 } 

} ; 

int p_rn = s i zeof pat / s i zeof pat[0]; 

int p—•en= sizeof pat[0] / sizeof pat[0][0]; 

void print_frac(int); 

int exists_at(int, int, int); 

void print_frac(int d) { 

int i, j, rn, en; 

rn =en= 1; 

for (i = 0; i < d; it+) { 

| a | 

for (i = 0; i < rn; it+) { 

for (j = 0; j < en; j ++) { 

putchar(exists_at(i, j, d)?'*':''); 

put char('¥n') ; 

int exists_at(int i, int j, int d) { 

if (d == 0) { 

returnE二こコ；
else if (exists_at(i / p_rn, j / p_cn, d -1) == 0) { 

re turn~; 

else { 

return LLJ; 
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設問 1 深さが2の図形と深さが3の図形は次のとおリである。深さが3の図形におい

て，深さが2の図形の斜線部を置換した部分として正しい答えを，解答群の中か

ら選べ。

深さ 2

：可＊
＇ ---; ---： 

深さ3

* : * 
＇ 

涸:-.::...-::.:
し— --

示

＊
 

＊
 

＊
 

＿竺晨塁
*: 

--— ② 

ーー ③

＊
 ., 
＊
 

＿＿＿④  

＊

＊

 

*: * * 
* :*」--—①,_. __ 
こ＝一=•·- - ----­

＇ * *' ＇ --, 9---

＇ ＇ '--
---「

＇ 
＇ 

ー＇一I ---
—·--,:_-_ ~ -------

l 
解答群

ァ

設問 2

①
 

イ ②
 

ウ ③
 

工 ④
 

配列変数patを変更して，深さが3の図形を描画したところ，次のとおリにな

った。配列変数patの変更内容として正しい答えを，解答群の中から選べ。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
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解答群

ア int pat[2][3] = { イ int pat[2][3] = { 

{ 0, 1, 0 }, { 1, 1, 1 } I 

{ 1, 0, 1 } { 1, 0, 1 } 

} ; } ; 

ウ int pat[3][3] = { 工 int pat[3][3] = { 

{ 0, 1, 0 }, { 1, 1, 1 }, 

{ 1, 1, 1 }, { 1, 0, 1 } I 

{ 1, 0, 1 } { 1, 0, 

} ; } ; 

設問3 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

アp_rn+= rn; 

p_cn += en; 

ウ rn+= p_rn; 

en+= p_cn; 

b~dに関する解答群

ア 0

ウpat[i][j]

オ pat[i/ d][j / d] 

キ pat[i/ p_rn][j / p_cn] 

イp_rn*= rn; 

p_cn *= en; 

工 rn*= p_rn; 

en*= p_cn; 

イ

工 pat[i% d][j % d] 

カ pat[i % p_rn][j % p_cn] 
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問 10 次の COBOLプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問1,2に答えよ。

〔プログラムの説明〕

z社では，従業員向けの福利厚生施設として， 6部屋の客室を有する保蓑所を運営

している。 1部屋には 4人まで宿泊可能で，宿泊希望者は 1~6までの部屋数を指定

できる。宿泊日数は 1泊だけである。このプログラムは宿泊予約を管理するサププロ

グラムであり，予約情報を受け取リ，予約結果を呼出し元へ返す。

(1) このプログラムのパラメタは二つで，各パラメタの様式は，図 1のとおりであ

る。

予約情報

予約番号 1 希望日

6桁 8桁

部屋数

1桁

予約結果

結果 1空き部屋数
1桁 1桁 ＇ 図1 パラメタの様式

① 予約番号には，予約希望に対して一意に割リ振られた 000001~999999の番

号が格納されている。

② 希望日には，宿泊する日の年，月，日が，それぞれ西暦の 4桁， 2桁， 2桁で

格納されている。

③ 部屋数には，希望する部屋数が格納されている。

④ 結果には，希望どおリに予約できた場合は 0を，できなかった場合は 9を設

定する。

⑤ 空き部屋数には，希望どおリに予約できなかった場合に，希望日の空き部屋数

を設定する。例えば， 3部屋を希望している場合に 2部屋しか空きがなかったと

きは， 2を設定する。希望どおリに予約できた場合は， 0を設定する。

⑥ 予約情報に誤りはないものとする。
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(2) 予約ファイルは，日付を主キーとする図 2に示すレコード様式の索引ファイル

であリ，予約状況を管理する。

日付

8桁

予約状況

音□:1 |音：：2 |門：日：4 |門子5 |9:6

図2 予約ファイルのレコー ド様式

＇ 

① 日付には，年，月，日が，それぞれ西暦の 4桁， 2桁， 2桁で格納されている。

② 部屋 1~6のうち，予約済みの部屋には予約番号が格納される。予約が入っ

ていない部屋には 0が格納されている。

③ 予約が1部屋も入っていない日のレコードは存在しない。

〔プログラム〕

（行番号）

1 DATA DIVISION. 

2 FILE SECTION. 

3 FD RSV-FILE. 

4 01 RSV-REC. 

5 02 RSV-DATE PIG X(8). 

6 02 RSV-ROOM OCCURS 6. 

7 03 RSV-NO PIG 9(6). 

8 WORKING-STORAGE SECTION. ， 77 CNT PIG 9(1). 

10 77 GET-ROOM PIG 9(1). 

11 LINKAGE SECTION. 

12 01 PRMl. 

13 02 PRM-NO PIC 9(6). 

14 02 PRM-DATE PIG 9(8). 

15 02 PRM-ROOM PIC 9(1). 

16 01 PRM2. 

17 02 PRM-RSLT PIG 9(1). 

18 02 PRM-FREE PIG 9(1). 

19 PROCEDURE DIVISION USING PRMl PRM2. 

20 MAIN-PROG. 

21 OPEN I-0 RSV-FILE. 

22 MOVE PRM-DATE TO RSV-DATE. 

23 READ RSV-FILE INVALID KEY PERFORM RSV-PROC 
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24 NOT INVALID KEY PERFORM CHK-PROC 

25 END-READ. 

26 CLOSE RSV-FILE. 

27 EXIT PROGRAM. 

28 RSV-PROC. 

29 INITIALIZE RSV-REC. 

30 MOVE PRM-DATE TO RSV-DATE. 

31 PERFORM VARYING CNT FROM 1 BY 1 UNTIL CNT > PRM-ROOM 

32 = 
33 END-PERFORM. 

34 WRITE RSV-REC. 

35 MOVE ZERO TO PRM-RSLT PRM-FREE. 

36 CHK-PROC. 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

MOVE ZERO TO GET-ROOM PRM-FREE. 

PERFORM VARYING CNT FROM 1 BY 1 UNTIL [ 

IF RSV-NO(CNT) = ZERO THEN 

IF PRM-ROOM〉GET-ROOMTHEN 

MOVE PRM-NO TO RSV-NO(CNT) 

ADD 1 TO GET-ROOM 

END-IF 

ADD 1 TO PRM-FREE 

END-IF 

b
 

＇ 
END-PERFORM. 

IF「_C 

REWRITE RSV-REC 

] THEN 

49 MOVE ZERO TO PRM-RSLT PRM-FREE 

50 ELSE 

51 MOVE 9 TO PRM-RSLT 

52 END-IF. 

設問 1 プログラム中の Lー~解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア ADD1 TO GET-ROOM 

イ ADD1 TO PRM-FREE 

ウ MOVEPRM-NO TO RSV-NO(CNT) 

工 MOVEZERO TO RSV-NO(CNT) 
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b, Cに関する解答群

ア CNT〉6

ウ CNT> PRM-ROOM 

オ GET-ROOM=PRM-ROOM 

イ CNT> GET-ROOM 

工 GET-ROOM<PRM-ROOM 

カ GET-ROOM>PRM-ROOM 

＇ 

設問 2 予約をキャンセルする場合は，宿泊する日の 7日前からキャンセル料が発生す

る。希望どおリ予約できた場合には，キャンセル料の発生開始日もパラメタで返

すように，プログラムを変更する。キャンセル料の発生開始日の年，月，日は，

それぞれ西暦の 4桁， 2桁， 2桁で表し，予約できなかった場合には 0を設定す

る。キャンセル料の発生開始日を求める処理は 2016年～ 2099年で動作を保証

する。表中の「~解答群の中から選べ。

行番号18と19の間

に追加

表1 プログラムの変更内容

: - ;:  : 28: : : : :』3~~1:;;0:;~~31"
77 QUOTIENT PIG 9(3). 

02 PRM-CANCEL. 

03 CAN-YYYY 

03 CAN-MM 

03 CAN-DD 

PIG 9(4). 

PIG 9(2). 

PIG 9(2). 

L_d  
に追加

IF PRM-RSL T = ZERO THEN 

PERFORM SET-CANCEL 

ELSE 

MOVE ZERO TO PRM-CANCEL 

END-IF. 

行番号52の後ろに 1SET-CANCEL.― 

追加 MOVE PRM-DATE TO PRM-CANCEL. 

IF CAN-DD> 7 THEN 

SUBTRACT 7 FROM CAN-DD 

ELSE 

IF CAN-MM= 1 THEN 

SUBTRACT 1 FROM CAN-YYYY 

MOVE 12 TO CAN-MM 

COMPUTE CAN-DD= 31 + CAN-DD -7 
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ELSE 

SUBTRACT 1 FROM CAN-MM 

= IF CAN-MM= 2 THEN 

DIVIDE CAN-YYYY BY 4 

GIVING QUOTIENT REMAINDER URU-SUPPL Y 

IF=THEN  

ADD 1 TO CAN-DD 

END-IF 

END-IF 

END-IF 

END-IF. 

dに関する解答群

ア行番号25と26の間

ウ行番号 37と38の間

イ 行番号 35と36の間

工行番号46と47の間 ＇ 
eに関する解答群

ア COMPUTECAN-DD= 30 + CAN-DD -7 

イ COMPUTECAN-DD= MONTH-ELM(CAN-MM -1) -7 

ウ COMPUTECAN-DD= MONTH-ELM(CAN-MM) + CAN-DD -7 

工 SUBTRACT7 FROM CAN-DD 

fに関する解答群

アQUOTI ENT > 100 
イQUOTIENT〉400

ウ URU-SUPPLY= ZERO 

工 URU-SUPPLYNOT= ZERO 

- 49 -



問 11 次のJavaプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問1,2に答えよ。

(Javaプログラムで使用する APIの説明は，この冊子の末尾を参照してください。）

＇ 

〔プログラムの説明〕

“すべきこと” （以下，ToDoという）を管理するプログラムである。

(1) クラス ToDoは ToDoを表すクラスであり，コンストラクタで主題，期限，重要

度を指定する。期限は，年月日を表す 8桁又は年月日時分を表す 12桁の数字から

成る文字列（以下，日時という）であリ，例えば， 2016年 4月 16日を表す文字列

は “20160416",2016年 4月 16日午後 1時 0分を表す文字列は “201604161300"

である。ここで，日時に誤リはないものとする。

主題，期限，重要度を取得する各メソッドと，状態を設定及び取得するメソッド，

ToDoを識別するフィールドidをもつ。

列挙 Priorityは ToDoの重要度を表す列挙であり，重要度が低い順に LOW,

MIDDLE, HIGHである。

列挙 Stateは ToDoの状態を表す列挙であリ ，NOT_YET_STARTEDは未着手，

STARTEDは着手済み， DONEは完了を表す。

(2) クラス ToDolistは ToDoのリストを保持するクラスである。

リスト中に，フィールドidの値が同じ ToDoを複数個含まないことを保証する。

ToDoを追加するメソッド addと， ToDoの更新を行うメソッド update, 条件に

合う ToDoのリス トを返すメソッド selectをもつ。

メソッド addの引数に，既にリストに保持されている ToDoを指定したとき，及

びメソッド updateの引数に， リストにない ToDoを指定したときは何もしない。

メソッド selectの引数には，条件を 0個以上指定できる。条件を指定したとき

は，全ての条件に合致する ToDoから成るリストを返す。条件を指定しないときは，

保持する全ての ToDoから成るリストを返す。

(3) インタフェース Conditionは， ToDoを選択する際の条件を表すクラスが実装す

るインタフェースである。メソッド testは条件に合致するときに trueを返す。

(4) クラス ToDolistTesterは，テスト用のクラスである。

日

午
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〔プログラム 1〕

i rnport j ava. ut i l. UUID; 

public class ToDo { 

public enum Priority { LOW, MIDDLE, HIGH} 

public enum State { NOT_YET_STARTED, STARTED, DONE} 

// 8桁又は12桁の数字から成る文字列と一致する正規表現

private static final String DEADLINE_PATTERN = "¥¥d{8}J¥¥d{12}"; 

private final String id; 

private String subject; 

private String deadline; 

private Priority priority; 

private State state; 

private ToDo(String subject, String deadline, Priority priority, 

String id, State state) { 

if (!deadline.matches(DEADLINE_PATTERN)) 

throw new IllegalArgumentException(); 

this.subject:: subject; 

this. deadline :: deadline; 

this.priority:: priority; 

this. id:: id; 

this.state:: state; 
＇ 

public ToDo(String subject, String deadline, Priority priority) 

this(subject, deadline, priority, 

UUID. randomUUID(). toSt ring(), State. NOT _YET _STARTED); 

public ToDo(ToDo todo) { 

this(todo.subject, todo.deadline, todo.priority, todo. id, todo.state); 

public String getSubject() { return subject; } 

public String getDead line() { return deadline; 

public Priority getPriority() { return priority; 

public State getState () { return state; } 

public void setState(State state) {this.state= state; 

public int hashCode() { return id.hashCode();} 
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public boolean equals(Object o) { 

return o i nstanceof ToDo && ~; 

public String toString() { 

return String.format('’主題： ％s, 期限： ％s, 優先度： ％s, 状態： ％s", 

subject, deadline, priority, state); 

（プログラム 2〕

import java.util.Arraylist; 

import java.util.List; 

public class ToDolist { 

private List<ToDo> todolist = new Arraylist<ToDo>O; 

＇ 

public void add(ToDo todo) { 

i f (| b |) { 

todolist.add(new ToDo(todo)); 

public void update(ToDo todo) 

int index= todolist. indexOf(todo); 

if (index［こここコ）｛
todolist.set(index, todo); 

public List<ToDo> select(Condition... conditions) { 

List<ToDo> result= new Arraylist<ToDo〉();

for (ToDo todo : todolist) { 

| d |; 
for (Condition condition : conditions) { 

selec ted~ condition.test(todo); 

if (!selected) break; 

if (selected) { 

result.add(new ToDo(todo)); 
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return result; 

〔プログラム 3〕

public interface Condition { 

boolean test(ToDo todo); 

〔プログラム 4〕

public class ToDoListTester { 

public static void main(String[J args) 

ToDoL i st list = new ToDoL i st(); 

list.add(new ToDo("メール送信”,’'201604181500",ToDo.Priority.HIGH)); 

list.add(new ToDo('’ホテル予約”,"20160420", ToDo. Priority. LOW)); 

list. add (new ToDo('’チケット購入’',’'20160430",ToDo. Priority. MIDDLE)); 

list.add(new ToDo('’報告書作成", "20160428", ToDo.Priority.HIGH)); 

list. add (new ToDo(’'会議室予約’', "201605301200", ToDo.Priority.HIGH)); 

list. update(new ToDo("PC購入’', "20160531", ToDo.Priority.HIGH)); 

for (ToDo todo: list.select()) { 

todo.setState(ToDo.State.STARTED); 

list.update(todo); 

Condition conditionl = new Condition() 

public boolean test(ToDo todo) { 

return todo. getDeadl i ne(). compareTo("20160501") < 0; 
＇ 

} ; 

Condi t ion cond i ti on2 = new Condit ion() { 

public boolean test(ToDo todo) { 

return todo. get Priority(). equa ls(ToDo. Priority, HIGH); 

} ; 

for (ToDo todo : list. se Leet (cond it i onl, cond it i on2)) { 

System.out.println(todo); 
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設問 1 プログラム中のL___ 」 に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア ((ToDo)o). id.equals(id) 

ウ id.equals(id) 

bに関する解答群

ア ！todolist.contains(todo)

ウtodolist.contains(todo)

cに関する解答群

ア ！＝ー1

ウ＝＝ー1

＇ 
dに関する解答群

ア booleanselected= false 

ウintselected= 0 

イ (ToDo)o.id.equals(id) 

工 o,id.equals(id) 

イ ！todolist.isEmpty() 

工todolist.isEmpty() 

イ<todoli st.size() 

工＞＝todolist.size()

イ booleanselected= true 

エ intselected= todolist.size() 

eに関する解答群

ア ＋＝ イ＝ ウ ＝＝ ェ I=
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設問2 プログラム 4の実行結果を図 1に示す。1 |に入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。

| f |，状態： STARTED

仁ニコ，状態： STARTED

図 1 プログラム 4の実行結果

解答群

ア 主題： PC購入，期限： 20160531,優先度： HIGH

イ 主題：会議室予約，期限： 201605301200,優先度： HIGH

ウ 主題：チケット購入，期限： 20160430,優先度： MIDDLE

工 主題：報告書作成，期限： 20160428,優先度： HIGH

オ 主題：ホテル予約，期限： 20160420,優先度： LOW

力 主題：メール送信，期限： 201604181500,優先度：HIGH

＇ 
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問 12 次のアセンブラブログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~4に答えよ。

［プログラムの説明〕

10,000m競走に， 1チーム 8名で， 9チーム 72名が参加し，各チームの合計タイム

を競う。プログラム RACEは，個人別のタイムを所属するチーム番号とともに入力し，

チーム別合計タイムを求め，チーム別合計タイムの昇順に，チーム番号とそのチーム

の 1名当たリの平均タイムを出力する。

(1) 個人ごとの入カデータ及びチームごとの出カデータの形式は図 1のとおりとす

る。ここで， 60分以上のデータはないものとする。

| n i △ im i m : s { s | 
n :チーム番号 ("1"~“g"の数字）

△ ：空白文字

mm:分（“oo"~“59"の数字列）

s s :秒（“oo"~“59"の数字列）

図 1 入出カデータの形式

(2) プログラム RACEの入カデータと出力結果の例を図 2に示す。

＇ 72名分

入カデータ

5△2708 

1△2719 

9△2805 

出力結果

員］｝ムの

4△3118 

5△3256 
I 

図2 入カデータと出力結果の例

(3) データの入力処理と出力処理は，それぞれ副プログラム INPUTとOUTPUTを呼び

出して行う。

(4) 副プログラム INPUTは，呼ばれるごとに図 1に示す形式の個人のデータを 1件

読み込む。読み込んだデータのチーム番号及び秒数に変換したタイムを 2進数で，

それぞれGRlとGR2に設定し， GR0には正の値を設定して，呼出し元に返す。
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全員のデータを読み終わっている場合は，GR0に一1を設定して呼出し元に返す。

(5) 副プログラム OUTPUTは， GRlとGR2のそれぞれに 2進数で設定されたチーム番

号と平均タイム (1秒未満を切り捨てた秒数）を，図 1に示す形式に変換して書き

出す。

〔プログラム 1〕

RACE START 

LOOP11 CALL INPUT 

LD GR0,GR0 

JMI IEND 

ADDA GR2, TOTAL,GR1 ;タイム

ST GR2,TOTAL,GR1 

JUMP LOOP11 

IEND LD GR3,=9 

LD GR0,=#7FFF ;最大値

LOOP12 LD GR2,GR0 

LD GR4,=9 

LOOP13 CPA GR2,TOTAL,GR4 

JPL CHANGE 

JUMP NEXT 

CHANGE 

NEXT A
 

B

L

 

L
D
L
D
S
U
L
S
R
 

GR2,TOTAL,GR4 

GR1,GR4 

GR4, =1 

a
 GR2,3 

CALL OUTPUT 

ST GR0,TOTAL,GR1 

SUBA GR3,=1 

l b 

; GR2←新たなタイムの最小値

; GRl←そのチーム番号

I 
；平均タイム

；処理済みとして最大値を設定 ＇ RET 

TOTAL DC 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 

END 

（チーム数＋1)個の領域

設問 1 プログラム 1中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

解答群

アJMI LOOP12 イ JMI LOOP13 ウ JPL LOOP12 エJPL LOOP13 

オ JUMP LOOP12 カ JUMP LOOP13 キ JZE LOOP12 ク JZE LOOP13 
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＇ 

設問2 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

同じ合計タイムのチームが複数ある場合， 1 c |。

解答群

ア チーム番号の昇順に出力される

イ チーム番号の降順に出力される

ウ どのチームが先に出力されるかは時々で異なる

設問3 副プログラム OUTPUTを次に示す。プログラム 2中のI Iに入れる正し

い答えを，解答群の中から選べ。

〔プログラム 2〕

（行番号）

1 OUTPUT START 

2 RPUSH 

3 OR GRl,=#0030 

4 ST GRl, TEAM 

5 LAD GR3, TIME 

6 LD GR4,=0 

7 LD GR5,=3 ；ループ回数

8 LOOP21 LD GR6,DIVISOR,GR4 ; GR6←除数， LD GR7,=0 ; GR7←商

10 LOOP22 CPA GR2,GR6 

11 JMI SETTIME 

12 SUBA GR2,GR6 

13 ADDA GR7,=1 

14 l d 

15 SETTIME OR GR7,=#0030 

16 ST GR7,0,GR3 

17 ADDA GR4,=1 

18 ADDA GR3,=1 

19 SUBA GR5,=1 

20 I e 

21 OR GR2,=#0030 

22 ST GR2,0,GR3 

23 OUT TEAM,LEN 
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24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

TEAM 

TIME 

LEN 

DIVISOR 

dに関する解答群

ア

オ

JMI 

JUMP 

eに関する解答群

ア

オ

JMI 

JZE 

RPOP 

RET 

DS 

DC 

DS 

DC 

DC 

END 

LOOP21 

LOOP22 

LOOP21 

LOOP21 

＇ 
1
,
 4 

6 

600,60, 10 

イ

カ

イ

カ

JMI 

JZE 

JPL 

JZE 

LOOP22 

LOOP22 

LOOP21 

LOOP22 

ゥ

ゥ

JPL 

JPL 

LOOP21 

LOOP22 

工

工

JUMP 

JUMP 

LOOP21 

LOOP22 

設問4 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

出力されたデータが次のとき，

| f |回実行された。

プログラム 2の行番号 12の SUBA命令は

7 
： △ ：2 : 7 : 0 : 8 
＇ ↓ 

＇ 7 

＇ 解答群

ア

，
 

イ 17 ゥ 20 工 270 才 299 
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問 13 次の表計算のワークシート及びマクロの説明を読んで，設問 1,2に答えよ。

〔表計算の説明〕

卸売業の P社は，家庭用品部門で販売している商品の取扱いを見直すことにした。

そこで，販売管理システムから対象商品の連続した過去 3年間の販売データを抽出

し，表計算ソフトを利用して販売状況の分析を行い，今後の取扱いを検討すること

にした。対象商品は，商品コード AOOl,A002, BlOl, B201, COlO, con, C012, 

D070及び D080の 9商品である。販売データは，各年の 1月 1日から 12月 31日ま

での 1年を単位として分析し，分析する対象の各年で売上高が0の商品はない。

〔ワークシート ：販売分析〕

対象商品の販売状況を分析する指標を計算して，今後の取扱いを判定するワークシ

ート‘‘販売分析’'を作成した。ワークシート“販売分析”の例を図 lに示す。

＇ 

(1) ワークシートのセル Al~L21は“売上高分析表”である。‘‘売上高分析表”で

は，対象商品の年ごとの売上高を基にして，販売状況を分析する指標を求めている。

① セルC2~K2には，対象商品の商品コードが昇順に格納されている。

② マクロ Sales_Totalを実行すると，セル A3,セル A8及びセル Al3には，分

析する過去 3年の西暦年が昇順に格納され，セル C3~K3,セルC8~K8及びセ

ル Cl3~Kl3には，対象商品の当該年の売上高が，千円未満を四捨五入した千

円単位の値で格納される。

③ 対前年比率は，各商品の前年の売上高を基準にした当該年の売上高の割合であ

る。

④ 構成比率は，当該年の対象 9商品の売上高の合計に占める各商品の売上高の割

合である。

⑤ 構成比率累計は，当該年の各商品の構成比率を，大きいものから順に当該商品

まで累計した値である。ここで，当該商品と構成比率の同じ商品が複数あったと

きは，当該商品の分だけを加算する。
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A B C D E ．．． J K L 

1 売上高分析表 単位千円

2 商品コード AOOl A002 BlOl ．．． D070 D080 合計

3 2013 売上高 35,376 11,544 13,005 ... 7,480 12,310 151,847 

4 対前年比率 ・・・

5 構成比率 23.3% 7.6% 8.6% ... 4.9% 8.1% 

／ 6 構成比率累計 23.3% 81.6% 65.8% ... 100.0% 74.0% 

7 管理区分 A B A ．．． C B 

8 2014 売上高 36,592 10,376 12,510 ．．． 7,110 15,230 155,194 

， 対前年比率 103.4% 89.9% 96.2% ．．． 95.1% 123.7% 102.2% 

10 構成比率 23.6% 6.7% 8.1% ．．． 4.6% 9.8% 

口11 構成比率累計 23.6% 90.1% 76.6% ... 100.0% 68.5% 

12 管理区分 A C B ... C A 

13 2015 売上裔 39,480 9,032 13,392 ... 6,170 12,830 159,524 

14 対前年比率 107.9% 87.0% 107.1% ... 86.8% 84.2% 102.8% 

15 構成比率 24.7% 5.7% 8.4% ... 3.9% 8.0% 

I 16 構成比率累計 24.7% 90.6% 70.2% ... 100.0% 78.3% 

17 管理区分 A C B ．．． C B 

18 判定 売上高2年連続減 N Y N ．．． Y N 

19 対前年比85％未満 N N N ．．． N Y 

20 管理区分 2年連続c N Y N ... Y N 

21 取扱方針 維持 見直し 維持 ．．． 見直し 注意

22 

23 管理区分表

24 管理区分 構成比率累計の範囲

25 A 0% を超え 70% 以下

26 B 70% を超え 90% 以下

27 C 90% を超え 100% 以下

28 

29 取扱判定表

30 判定コード

゜
1 2 ... 7 

31 条件 売上高2年連続減 N N N ．．． Y 

32 対前年比 85％未満 N N Y ．．． y 

33 管理区分2年連続c N Y N ．．． Y 

34 取扱方針 維持 維持 注意 ．．． 見直し

注記 対前年比率，構成比率及び構成比率累計は，％形式で小数第 2位を四捨五入した値を表示している。

図 1 ワークシー ト“販売分析’'の例

＇ 
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⑥ 管理区分は，各商品の構成比率累計が，表 1の構成比率累計の範囲のどの区分

に属するかを判定した結果であ リ， 商品の管理方法を決定する指標である。

表 1 管理区分の判定基準

管理区分 構成比率累計の範囲 商品の管理方法

A 0％を超え， 70％以下 重要管理商品

B 70％を超え，90％以下 通常管理商品

C 90％を超え， 100％以下 簡易管理商品

⑦ セル Cl8~K20には，表 2に示した各条件の真偽を商品ごとに判定した結果

を設定する。セル C21~K21には，各条件の真偽の組合せに碁づいて，各商品の

今後の取扱方針を設定する。

表 2 今後の取扱方針を判定する条件

直近の 2年の売上高が連続して前年より減少 N N N N Y Y Y Y 
条

直近の年の対前年比率が85％未満 N Y Y 件
N N Y Y N 

直近の 2年の管理区分が連続して C N Y N Y N Y N y 

取扱方針 維持 維持 注意 見直し 注意 見直し 注意 見直し

＇ 

(a) "Y’'は条件が真，‘‘N’'は条件が偽であることを表す。

(b) 取扱方針は，条件の真，偽が各列の組合せに該当する商品の，今後の取扱

方針を表す。

(2) ワークシートのセルA2,3~E27は“管理区分表”である。‘‘管理区分表”には，

管理区分と対応する構成比率累計の範囲が，表 1のとおりに格納されている。

(3) ワークシートのセルA2,9~J34は“取扱判定表’'である。

① セル C31~J34には取扱方針を判定するための条件の組合せと，その組合せに

碁づいた取扱方針が，表 2のとおリに格納されている。

② セル C30~J30には，セル C31~J33の各列の条件の “Y’'を 1,“N” を0と

し，上から順に 2進数の 3桁目， 2桁目， 1桁目として並べたものを 10進数に変

換した値が，判定コードとして格納されている。
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設問 1 ワークシート“販売分析”の作成に関する記述中のI Iに入れる正し

い答えを，解答群の中から選べ。

(1) セル L3,セル L8及びセル L13には，当該年の対象 9商品の売上高の合計

を求める式を入力する。

(2) セル C4~L4には，“―”を入力する。セル C9~L9及びセル Cl4~L14に

は，対前年比率を求める式を入力する。

(3) セル C5~K5,セル ClO~KlO及びセル Cl5~Kl5には，構成比率を求め

る式を入力する。

(4) セル C6には，構成比率累計を求める次の式を入力し，セル D6~K6,セル

Cll~Kll及びセルCl6~Kl6に複写する。

a
 

(5) セル C7には，管理区分を表示する次の式を入力し，セル D7~K7,セル

C12~K12及びセルC17~K17に複写する。

b 

(6) セル C18には，直近 2年の売J:高が連続して前年よりも減少しているかど

うかを判定する次の式を入力し，セルD18~K18に複写する。

= (7) セル C19~K19には，当該商品の直近の年の対前年比率が 85％未満かどう

かを判定する式を入力する。

(8) セルC20~K20には， 当該商品の直近2年の管理区分が連続して “C"かど

うかを判定する式を入力する。

(9) セルC21には，“取扱判定表”の条件がセルC18~C20の値と一致する列に

対応す已竺竺巳三三を入力し，セルD21~K21に複写する0 , 
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aに関する解答群

ア条件付合計($C5:$K5, > C5, $C5 : $K5) 

イ 条件付合計($C5:$K5, > C5, $C5 : $K5) + C5 

ウ 条件付合計($C5:$K5, ~ C5, $C5 : $K5) 

工条件付合計($C5:$K5,~ C5, $C5:$K5)-C5 

bに関する解答群

ア表引き($A$25:$A$27，条件付個数($B$25:$B$27,<C6), 1) 

イ 表引き($A$25:$A$27，条件付個数($D$25:$D$27,~ C6), 1) 

ウ 表引き($A$25:$A$27，照合一致(C6,$B$25:$B$27, 1), 1) 

工表引き($A$25: $A$27，照合一致(C6,$D$25:$D$27, -1), 1) 

cに関する解答群

ア IF（論理積(C9< 1, Cl4 < 1),'Y','N') 

イ IF（論理積（C9>1, Cl4> 1),'N','Y') 

ウ IF（論理和(C9<1, Cl4< 1),'Y','N') 

工 IF（論理和(C9>1, C14> 1),'N','Y') 

＇ 

dに関する解答群

ア水平照合(IF(C18='Y', 3, 0) + IF(C19 ='Y', 2, 0) + 

IF(C20 ='Y', 1, 0), $C30:$J34, 4, O) 

イ 水平照合(IF(C18='Y', 3, O) + IF(C19 ='Y', 2, 0) + 

IF(C20 ='Y', 1, 0), $C30:$J34, 5, 0) 

ウ水平照合(IF(C18='Y', 4, 0) + IF(C19 ='Y', 2, 0) + 

IF(C20 ='Y', 1, 0), $C30:$J34, 4, 0) 

工水平照合(IF(Cl8='Y', 4, 0) + IF(C19 ='Y', 2, 0) + 

IF(C20 ='Y', 1, 0), $C30:$J34, 5, 0) 
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設問2 図 2に示すワークシート“販売デーダ’のデータを基に，〔ワークシート：販

売分析〕の説明の(1)の②で示した処理を実行するマクロ Sales_Totalを作成

して，ワークシート“販売分析’'に格納した。マクロ Sales_Totalの

ニ に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

〔ワークシート：販売データ〕

ワークシート“販売デーダ’の例を圏 2に示す。

A B C D E F G 

1 年 月 日 商品コード 得意先コード 単価 数只

2 2013 1 4 AOOl 1109 800 300 

3 2013 1 5 AOOl 1115 800 170 

4 2013 1 6 AOOl 1119 800 180 

5 2013 1 6 AOOl 1107 800 50 

6 2013 1 7 AOOl 1104 800 120 

2292 2014 12 24 D080 1118 1,000 90 

2293 2014 12 28 D080 ll06 1,000 230 

2294 2015 1 4 AOOl 1117 800 220 

2295 2015 1 6 AOOl 1104 800 110 

図2 ワークシート‘‘販売データ＂の例

(1) ワークシート“販売デーダ＇には，販売管理システムから，対象商品の連

続した過去 3年間のデータを抽出して格納してある。

(2) 行 1には，見出しが格納されている。行 2以降には，販売した年，月， 日，

商品コード，得意先コード，単価及び数量のデータが，年を第 1キー，商品コ

ードを第 2キーとして昇順に格納されている。

(3) データが格納されていないセルの値は， nullである。 ＇ 
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〔マクロ： Sales_Total〕

0マク ロ：Sales_Total

0数値型：data_row,tot a l_row, tot a l_co l, subtotal 
• data_row← O 

• total_row← O 
• subtotal← o 
●相対（販売データ！A2,data_row, 0) =I= null 

・相対(A3,tot a l_row, 0)← 相対（販売データ！A2,data_row, 0) 
• total_col← 0 

●相対(A3,tot a l_row、0)= 相対（販売データ！A2,data_row, 0) 

I冒＋
・相対(C3,tot a l_row, tota l_co l) 

←四捨五入(subtotal/ 1000, 0) 
• subtotal←-0 

• totaしcol← tota L_co l + 1 ． 
. I g 

• 
eに関する解答群

ア 相対(C2,0, tota l_co l) = 相対（販売データ！D2,data_row, 0) 

イ 相対(C2,0, tota l_co l) =f:.相対（販売データ！B2,data_row, 0) 

ウ 相対(C2,0, totaしcol)-::f.相対（販売データ！D2,data_row、0)

工 相対(C2,tota l_row, 0) = 相対（販売データ！B2,data_row, 0) 

オ 相対(C2,tot a l_row, 0) =相対（販売データ！D2,data_row, 0) 

力 相対(C2,tot a l_row, 0) -=I-相対（販売データ ！B2,data_row, 0) 

＇ 
園
勺
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f, gに関する解答群

ア subtotal← subtotal+ 

相対（販売データ！A1, data_row, 5) *相対（販売データ！Al,data_row, 6) 

イ subtotal← subtotal+ 

相対（販売データ！A2,tot a l_row, 5) *相対（販売データ！A2,total_row, 6) 

ウ subtotal← subtotal+ 

相対（販売データ！F2,data_row, 0) *相対（販売データ！G2,data_row, 0) 

工total_row← 0 

才total_row← totalrow + 1 

力total_row← tota l_row + 5 

＇ 
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■Javaプログラムで使用する APIの説明

java. uti l 

public interface List<E> 
リスト（順序付けられたコレクション）のためのインタフェースを提供する。インタフェー

スIterableを継承する。

メソッド

public boolean add(E e) 

指定された要素をリストの最後に追加する。

引数： e _リストに追加する要素

戻リ値 ：true
・---------------------------―--------------------. 
public E set(int index, E e) 

リスト内の指定された位置にある要素を，指定された要素に置き換える。

引数 ： indexー 四き換えられる要素のインデックス

e ＿指定された位慨に格納される要素

戻リ値：リスト内の指定された位置にあった要素

例外： IndexOutOfBoundsExceptionーインデックスが 0未満又は要素数以上のとき
・----------------------------------------------------------

public boolean contains(Object obj) 

指定された要素がこのリストにあればtrueを返す。

引数 ： objー要素

戻リ値：指定された要素がこのリストにあればtrue

それ以外はfalse
• -----------------------------------------------・ ---
public boolean isEmpty() 

リストに要素がなければtrueを返す。

戻リ値 ：リストに要素が一つもなければtrue

それ以外はfalse
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

public int size() 

リスト内の要素数を返す。

戻リ値：リスト内の要素数

--------------------------------------------------------------------------------------------------------
public int indexOf(Object obj) 

指定された要素がリスト内で最初に検出された位置のイ ンデックスを返す。

引数： objー要素

戻 リ値 ：指定された要素がリスト内で最初に検出された位置のインデックス

指定された要素がリストになければ ー1
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java.uti l 

public class Arraylist<E> 
インタフェース Listの配列による実装である。

メソッドの説明は，インタフェース Listの項を参照。

コンストラクタ
. ----------------------・ 
public ArraylistO 

空のリストを作る。

java. Lang 

public final class String 
クラスStringは，文字列を表す。

メソッド

public boolean matches(String regex) 

この文字列が指定された正規表現と一致するかどうかを判定する。

例えば，正規表現 "¥¥d{8}l¥¥d{12)’'は 8桁又は 12桁の数字から成る文字列と一致する。

引数： regex一正規表現

戻リ値：この文字列が指定された正規表現と一致すればtrue

それ以外はfalse

public int compareTo(String str) 

この文字列と指定された文字列を辞書的に比較する。

引数： strー文字列

戻 リ値：この文字列と指定された文字列が等しいときは 0

この文字列が指定された文字列より辞書的に小さい場合は 0よリ小さい値

この文字列が指定された文字列より辞苦的に大きい場合は 0よリ大きい値

java.uti l 

public final class UUID 
クラスUUIDは， 128ピットの値であるユニバーサル固有識別(UUID)を表す。

メソッド
. ------------------
public static UUID randomUUID() 

ユニバーサル固有識別をランダムに生成する。

戻リ値：ランダムに生成された固有識別
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■アセンブラ言語の仕様

1. システム COMETIIの仕様

1. 1 ハードウェアの仕様

(1) 1語は 16ビットで，そのビット構成は，次のとおりである。

上位8ピット 下位8ピット

15 14 13 12 11 10 9 8.. 7 6 5 4 3 2 

__J 
に 符号（負： 1,非負： O)

(2)主記憶の容量は65536語で，そのアドレスは 0~65535番地である。

(3)数値は， 16ビットの 2進数で表現する。負数は， 2の補数で表現する。

(4)制御方式は逐次制御で，命令語は 1語長又は2語長である。

(5) レジスタとして， GR(16ビット）， SP(16ビット）， PR(16ビット）， FR(3ビッ
ト）の 4種類がある。

GR（汎用レジスタ， GeneralRegister)は， GR0~GR7の 8個があリ，算術，論理，

比較，シフトなどの演算に用いる。このうち， GRl~GR7のレジスタは，指標レジスタ

(index register) としてアドレスの修飾にも用いる。

SP（スタックポインタ， StackPointer)は，スタッ クの最上段のアドレスを保持して
いる。

PR（プログラムレジスタ， ProgramRegister)は，次に実行すべき命令語の先頭アド
レスを保持している。

FR（フラグレジスタ，FlagRegister)は， OF(Overflow Flag), SF (Sign Flag), ZF 
(Zero Flag)と呼ぶ 3個のビットからなり，演算命令などの実行によって次の値が設定さ
れる。これらの値は，条件付き分岐命令で参照される。

酌番卜ツピ
＇ー
、

,

―

―
 

。
ー

算術演算命令の場合は，演算結果が一32768~32767に収まらなくなったとき 1にな

OF リ，それ以外のとき 0になる。論理演算命令の場合は，演算結果が0~65535に収まら

なくなったとき 1になリ，それ以外のとき 0になる。

SF 演算結果の符号が負（ビット番号15が1)のとき 1，それ以外のとき 0になる。

ZF 演算結果が零（全部のビットが0)のとき 1，それ以外のと き0になる。

(6)論理加算又は論理減算は，被演算データを符号のない数値とみなして，加算又は減算
する。

1. 2 命令

命令の形式及びその機能を示す。ここで， 一つの命令コードに対し 2種類のオペランド

がある場合，上段はレジスタ間の命令，下段はレジスタと主記憶間の命令を表す。

ロンド

(1) ロード，ストア，ロードアドレス命令

命 令 命令の説明 三
ロ ド r 1, r2 r 1 ← (r2) 

LD 
LoaD r,adr [,x] r ← （実効アドレス）

〇＊1

ストア
STore 

ST r,adr [,x] 実効アドレス ← (r) 

ロ ドアドレス
Load ADdress 

LAD r,adr [,x) r ← 実効アドレス
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(2) 算術，論理演算命令

算術加箕
ADDA 

r 1, r2 r 1 ← (rl) + (r2) 
ADD Arithmetic r, ad r [, x] r ← (r) +（実効アドレス）

詰理加勾
ADDL 

r 1, r2 r 1 ← (rl)九 (r2)

ADD Logical r, ad r [, x] r ← (r)九（実効アドレス）

゜勾術減算 rl, r2 r1 ← (rl) - (r2) 

SUBtract Arithmetic 
SUBA 

r,adr [,x] r ← (r)一（実効アドレス）

誰理減算
SUBL 

r1, r2 r 1 ← (rl) -L  (r2) 

SUBtract Logical r,adr [,x] r ← (r) -L（実効アドレス）

論理積
AND 

r 1, r2 rl ← (rl) AND (r2) 

AND r,adr [,x] r ← (r) AND（実効アドレス）

論理和
OR 

rl, r2 r1 ← (r1) OR (r2) 
〇*1

OR r,adr Lx] r ← (r) OR（実効アドレス）

排他的論理和
XOR 

rl, r2 r1 ← (rl) XOR (r2) 

eXclusive OR r,adr [,x] r ← (r) XOR（実効アドレス）

(3) 比較演算命令

(r 1)と (r2),又は（r)と（実効アドレ
rl, r2 ス）の打術比較又は論理比較を行い，比較

葬術比較
CPA 結果によって，FRに次の値を設定する。

ComPare Arithmetic 
比較結果

FRの値
r, adr [, x] SF ZF 

(rl) > (r2) 

゜゜
〇*1

r1、r2 (r) >（実効アドレス）
(rl) = (r2) 

論理比較
(r) =（実効アドレス） ゜

1 
CPL 

ComPare Logical 
r,adr [,x] (rl) < (r2) 

(r) <（実効アドレス）
1 

゜
(4) シフト演算命令

尊術左シフト
SLA r,adr [,x] 

符号を除き（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Arithmetic したピット数だけ左又は右にシフトする。

算術右シフト
シフトの結果，空いたピット位府には，

SRA r, adr [, x] 左シフトのときは 0,右シフトのときは符
Shift Right Arithmetic 

号と同じものが入る。 〇*2

捨理左シフト
SLL r, adr [, x] 

符号を含み（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Logical したピット数だけ左又は右にシフトする。

諭理右シフト
SRL r,adr [,x) 

シフトの結果，空いたピット位晋には 0

Shift Right Logical が入る。

(5) 分岐命令

正分岐
JPL adr [,x] 

FRの値によって，実効アドレスに分岐す

Jump on Plus る。分岐しないときは，次の命令に進む。

負分岐
JMI adr [, x] 命令

分岐すると きのFRの値

Jump on Minus OF SF ZF 

非零分岐 JPL 

゜゜Jump on Non Zero 
JNZ adr L x) 

JMI 1 

JNZ 

゜
零分岐

JZE adr [, x] 
JZE 1 Jump on ZEro 

オーバフロー分岐 JOV 1 

Jump on overflow 
JOV adr [. x] 

無条件分岐
JUMP adr [, x] 無条件に実効アド レスに分岐する。

unconditional JUMP 
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(6) スタック操作命令

プッシュ

PUSH 

ポップ
POP 

jPUSH adr [. x] 

IPOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)←実効アドレス

r ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L 1 

(7) コール， リターン命令

コール
CALL subroutine 

リターン

RETurn from subroutine 

(8) その他

スーパバイザコール
SuperVisor Call 

ノーオペレーション
No OPeration 

注記 r, r1, r2 

adr 

X 

］ 

（ ）  

実効アドレス

← 

+ L, - L  

FRの設定

!CALL adr[、x]

RET 

SVC adr [, x] 

NOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)← (PR), 

PR ←実効アドレス

PR ← ((SP)), 

SP ← (SP) +1  1 

実効アドレスを引数として割出しを行

う。実行後のGRとFRは不定となる。

何もしない。

いずれも GRを示す。指定できる GRは GR0~GR7

アドレスを示す。指定できる値の範囲は 0~65535

指標レジスタとして用いる GRを示す。指定できる GRは GRl~GR7

［ ］内の指定は省略できることを示す。

（ ）内のレジスタ又はアド レスに格納されている内容を示す。

adrとxの内容との論理加算値又はその値が示す番地

演算結果を，左辺のレジスタ又はアドレスに格納することを示す。

論理加算，論理減算を示す。

0 :設定されることを示す。

〇＊1:設定されることを示す。ただし， OFには 0が設定される。
〇＊2:設定されることを示す。ただし， OFにはレジスタから最後に送リ出

されたピットの値が設定される。
：実行前の値が保持されることを示す。

1. 3 文字の符号表

(1) JIS X 0201ラテン文字・片仮名用 8ビット符号

で規定する文字の符号表を使用する。

(2)右に符号表の一部を示す。 1文字は 8ビットか

らなリ，上位 4ビットを列で，下位 4ビットを行

で示す。例えば，間隔， 4,H, ¥のビット構成は，

16進表示で，それぞれ 20, 34, 48, 5Cである。

16進表示で，ビッ ト構成が 21~7E（及び表では

省略している Al~DF)に対応する文字を図形

文字という。図形文字は，表示（印刷）装置で，

文字として表示（印字）できる。

(3) この表にない文字とそのピット構成が必要な場

合は，問題中で与える。
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゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

02 

間隔
！ 
" 
＃ 
＄ 
％ 
＆ 
， 

（ 

） 
＊ 

＋ 

＇ 

／ 

03 

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
ヽ

＜ 
＝ 
〉

？ 

04 05 06 07 

＠ p p 
A Q a q 
B R b r 

C s C s 

D T d t 
E u e u 

F V f v 

G 11 g w 
H X h X 

I Y i y 
J z j z 

K L k ｛ 
L ¥ l I 
M ］ m ｝ 
N ＾ n 

゜ ゜



2. アセンプラ言語 CASLIIの仕様

2. 1 言語の仕様

(1) CASLIIは，COMETIIのためのアセンプラ言語である。

(2) プログラムは，命令行及び注釈行からなる。

(3) 1命令は 1命令行で記述し，次の行へ継続できない。

(4)命令行及び注釈行は，次に示す記述の形式で，行の 1文字目から記述する。

三冒:::[ 1 ::[]{,:;lメ ；ロロ｛：］三［言 ［コメント］ ］ 

注記［ ］ ［ ］内の指定が省略できることを示す。

｛ ｝ ｛ ｝内の指定が必須であることを示す。

ラベル その命令の（先頭の語の）アドレスを他の命令やプログラムから参照するための

名前である。長さは 1~8文字で，先頭の文字は英大文字でなければならない。

以降の文字は，英大文字又は数字のいずれでもよい。なお，予約語である GR0~

GR7は， 使用できない。

空白 1文字以上の間隔文字の列である。

命令コード 命令ごとに記述の形式が定義されている。

オペランド命令ごとに記述の形式が定義されている。

コメント 党え書きなどの任意の情報であり，処理系で許す任意の文字を書くことができる。

2.2 命令の種類

命令は， 4種類のアセンプラ命令 (START, END, DS, DC), 4種類のマクロ命令(IN,

OUT, RPUSH, RPOP)及び機械語命令 (COMETIIの命令）からなる。その仕様を次に示す。

命令の種類 ラベル
命令

オペラン ド 機能
コード

プログフムの先頭を定義

START ［実行開始番地］
プログラムの実行開始番地を定義

ラベル 他のプログラムで参照する入口名

アセンプラ命令 を定義

END プログラムの終わリを明示

［ラベル］ DS 語数 領域を確保

［ラベル］DC 定数［，定数］ … 定数を定義

［ラベル］ IN 入力領域，入力文字長領域 入力装置から文字データを入力

［ラベル］ OUT 出力領域出力文字長領域 出力装置へ文字データを出力
マクロ命令 ［ラベル］ RPUSH GRの内容をスタックに格納

［ラベル］ RPOP スタックの内容を GRに格納

機械語命令 ［ラベル］ (「1.2 命令」を参照）

2.3 アセンブラ命令
アセンプラ命令は，アセンプラの制御などを行う。

(1) | START | ［実行開始番地］

START命令は，プログラムの先頭を定義する。
実行開始番地は，そのプログラム内で定義されたラベルで指定する。指定がある場合は

その番地から，省略した場合はSTART命令の次の命令から，実行を開始する。

また，この命令につけられたラベルは，他のプログラムから入口名として参照できる。

-73-



(2) ~ 
END命令は，プログラムの終わリを定義する。

(3) | DS I語数 I 
DS命令は，指定した語数の領域を確保する。

語数は， 10 進定数（~o) で指定する。語数を 0 とした場合， 領域は確保しないが，ラ
ベルは有効である。

(4) | DC I定数［，定数］…

DC命令は，定数で指定したデータを（連続する）語に格納する。

定数には， 10進定数， 16進定数，文字定数，アドレス定数の 4種類がある。

定数の種類 書き方 命令の説明

10進定数
nで指定した 10進数値を， 1語の 2進数データとして格納する。ただし， n

n 
が一32768~32767の範囲にないときは，その下位 16ビットを格納する。

16進定数 #h 
hは4けたの 16進数 (16進数字は 0~9,A~F) とする。 hで指定した

16進数値を 1語の 2進数データとして格納する (0000~ h ~ FFFF)。

文字列の文字数(>0)分の連続する領域を確保し，最初の文字は第 1語

の下位 8ビットに， 2番目の文字は第 2語の下位 8ビットに，・・・と順次文

文字定数 '文字列'字データとして格納する。各語の上位8ビットには0のピットが入る。

文字列には，間隔及び任意の図形文字を書くことができる。ただし，アポ

ストロフィ(')は 2個続けて書く。

アドレス定数 ラベル ラベルに対応するアドレスを 1語の 2進数データとして格納する。

2.4 マクロ命令

マクロ命令は，あらかじめ定義された命令群とオペランドの情報によって，目的の機能
を果たす命令群を生成する（語数は不定）。

(1) | IN |入力領域入力文字長領域 I
IN命令は，あらかじめ割リ当てた入力装置から， 1レコードの文字データを読み込む。

入力領域は， 256語長の作業域のラペルであリ，この領域の先頭から， 1文字を 1語に

対応させて順次入力される。レコードの区切リ符号（キーポード入力の復帰符号など）は，

格納しない。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じである。入カデータが 256文字に

満たない場合，入力領域の残りの部分は実行前のデータを保持する。入カデータが 256文
字を超える場合，以降の文字は無視される。

入力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであリ，入力された文字の長さ（~o) が 2
進数で格納される。ファイルの終わり (endof file)を検出した場合は，ー1が格納される。

IN命令を実行すると， GRの内容は保存されるが，FRの内容は不定となる。

(2) | OUT |出力領域出力文字長領域 I
OUT命令は，あらかじめ割リ当てた出力装置に，文字データを， 1レコードとして書き

出す。

出力領域は，出力しようとするデータが 1文字 1語で格納されている領域のラベルであ

る。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じであるが，上位 8ビットは， OSが無視する
ので0でなくてもよい。

出力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであリ，出力しようとする文字の長さ （ ~O) 
を2進数で格納しておく。

OUT命令を実行する と， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。 1 

-74-



(3) 三
RPUSH命令は， GRの内容を， GRl, GR2, …,GR7の順序でスタックに格納する。

(4) | RPOP | 
RPOP命令は，スタックの内容を順次取り出し， GR7,GR6,…,GRlの順序で GRに格納

する。

2.5 機械語命令

機械語命令のオペランドは，次の形式で記述する。

r, rl, r2 GRは，記号GR0~GR7で指定する。

X 指標レジスタとして用いる GRは，記号GRl~GR7で指定する。

adr アドレスは， 10進定数， 16進定数，アドレス定数又はリテラルで指定する。

2.6 その他

リテラルは，一つの 10進定数， 16進定数又は文字定数の前に等号（＝）を付けて

記述する。 CASLIIは，等号の後の定数をオペランドとする DC命令を生成し，そ

のアドレスを adrの値とする。

(1) アセンプラによって生成される命令語や領域の相対位置は，アセンプラ言語での記述
順序とする。ただし，リテラルから生成される DC命令は，END命令の直前にまとめて配

置される。
(2)生成された命令語，領域は，主記憶上で連続した領域を占める。

3. プログラム実行の手引

3. 1 OS 

プログラムの実行に関して，次の取決めがある。
(1) アセンプラは，未定義ラベル（オペランド欄に記述されたラベルのうち，そのプログ

ラム内で定義されていないラベル）を，他のプログラムの入口名 (START命令のラベ

ル）と解釈する。この場合，アセンプラはアド レスの決定を保留し，その決定を OSに任

せる。 OSは，実行に先立つて他のプログラムの入口名との連係処理を行いアドレスを決

定する（プログラムの連係）。
(2)プログラムは， OSによって起動される。プログラムがロードされる主記憶の領域は不

定とするが，プログラム中のラベルに対応するアドレス値は， OSによって実アドレスに
補正されるものとする。

(3) プログラムの起動時に， OSはプログラム用に十分な容呈のスタック領域を確保し，そ

の最後のアドレスに 1を加算した値を SPに設定する。
(4) OSは， CALL命令でプロ グラムに制御を渡す。プログラムを終了し OSに制御を戻
すときは，RET命令を使用する。

(5) IN命令に対応する入力装置， OUT命令に対応する出力装置の割当ては，プログラ ムの

実行に先立って利用者が行う。
(6) OSは，入出力装置や媒体による入出力手続の違いを吸収し， システムでの標準の形式
及び手続（異常処理を含む）で入出力を行う。したがって， IN, OUT命令では，入出力

装置の違いを意識する必要はない。

3.2 未定義事項
プログラムの実行等に関し，この仕様で定義しない事項は，処理系によるものとする。
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表計算ソフ トの機能・用語（基本情報技術者試験用）

表計算ソフトの機能，用語などは，原則として次による。
けい

なお，ワークシートの保存，読出し，印刷，罫線作成やグラフ作成など，ここで示す以外の機能

などを使用するときには，問題文中に示す。

1. ワークシ＿ト

(1) 列と行とで構成される升目の作業領域をワークシートという。ワークシートの大きさは 256

列， 10,000行とする。

(2) ワークシートの列と行のそれぞれの位置は，列番号と行番号で表す。列番号は，最左端列の

列番号を Aとし， A,B,..., Z, AA, AB, …,必~. BA, BB,…,BZ, …,IU, IVと表す。

行番号は，最上端行の行番号を 1とし，1,2,…,10000と表す。

(3) 複数のワークシートを利用することができる。このとき，各ワークシートには一意のワーク

シート名を付けて，他のワークシートと区別する。

2. セルとセル範囲

(1) ワークシートを構成する各升をセルという。その位置は列番号と行番号で表し，それをセル

番地という。

［例］列 A行 1にあるセルのセル番地は， Alと表す。

(2) ワークシート内のある長方形の領域に含まれる全てのセルの集まリを扱う場合，長方形の左

上端と右下端のセル番地及び‘‘:”を用いて，“左上端のセル番地 ：右下端のセル番地”と表す。

これを，セル範囲という。

［例］左上端のセル番地がAlで， 右下端のセル番地がB3のセル範囲は， Al:B3と表す。

(3) 他のワークシートのセル番地又はセル範囲を指定する場合には，ワークシー ト名と“!”を

用い，それぞれ“ワークシー ト名！セル番地”又は“ワークシート名！セル範囲”と表す。

［例］ワークシート“シート1” のセル B5~GlOを，別のワークシートから指定する場合には，

シー トl!B5:Gl0と表す。

3. 値と式

(1) セルは値をもち，その値はセル番地によって参照できる。値には，数値，文字列，論理値及

び空値がある。

(2) 文字列は一重引用符 “'"で囲って表す。

［例］文字列 “A","BC’'は，それぞれ 'A','BC'と表す。

(3) 論理値の真を true,偽を falseと表す。

(4) 空値を nullと表し，空値をもつセルを空白セルという。セルの初期状態は，空白セルとする。
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(5) セルには，式を入力することができる。セルは，式を評価した結果の値をもつ。

(6) 式は，定数，セル番地，演算子，括弧及び関数から構成される。定数は，数値，文字列，論

理値又は空値を表す表記とする。式中のセル番地は，その番地のセルの値を参照する。

(7) 式には，算術式，文字式及び論理式がある。評価の結果が数値となる式を算術式，文字列と

なる式を文字式，論理値となる式を論理式という。

(8) セルに式を入力すると，式は直ちに評価される。式が参照するセルの値が変化したときには，

直ちに，適切に再評価される。

4. 演算子

(1) 単項演算子は，正符号“+"及び負符号 ‘‘ — ’'とする。

(2) 算術演算子は，加算“+”，減算“-'’， 乗算“*'’，除算‘‘/”及びべき乗 “^”とする。

(3) 比較演算子は，よリ大きい“＞＂，よリ小さい “く＂，以上 “こ＂，以下‘‘三'’，等しい‘‘='’

及び等しくない “#”とする。

(4) 括弧は丸括弧 “("及び“)”を使う。

(5) 式中に複数の演算及び括弧があるときの計算の順序は，次表の優先順位に従う。

演算の種類 演算子 優先順位

括弧 （） 高

べき乗演算

I 単項演算 十 一， 

乗除演算 *, / 
加減演算 十 一， 

比較演算 ＞，＜，こ，三，＝，＃ 低

5. セルの複写

(1) セルの値又は式を，他のセルに複写することができる。

(2) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，複写元

と複写先のセル番地の差を維持するように，式中のセル番地を変化させるセルの参照方法を相

対参照という。この場合，複写先のセルとの列番号の差及び行番号の差を，複写元のセルに入

力された式中の各セル番地に加算した式が，複写先のセルに入る。

［例］セルA6に式 Al+5が入力されているとき，このセルをセル B8に複写すると，セル B8

には式 B3+ 5が入る。

(3) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，そのセ

ル番地の列番号と行番号の両方又は片方を変化させないセルの参照方法を絶対参照という。絶

対参照を適用する列番号と行番号の両方又は片方の直前には“$”を付ける。

［例］セルBlに式＄A$1+ $A2 + A$5が入力されているとき，このセルをセル C4に複写す
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ると，セル C4には式＄A$1+ $AS + B$5が入る。

(4) セルを複写する場合で，複写元のセル中に，他のワークシート を参照する式が入力されてい

るとき，その参照するワークシートのワークシート名は複写先でも変わらない。

［例］ワークシート‘‘シート2"のセルA6に式シートl!Alが入力されているとき，このセル

をワークシート“シー ト3"のセル B8に複写すると，セル B8には式シートl!B3が入

る。

6, 関数

式には次の表で定義する関数を利用することができる。

密式 解 説

合計（セル範囲1))
セル範囲に含まれる数値の合計を返す。

［例］合計 (Al:B5)は，セルAl~B5に含まれる数値の合計を返す。

平均 （セル範囲1)) セル範囲に含まれる数値の平均を返す。

標本標準偏差（セ
セル範囲に含まれる数値を標本として計算した標準偏差を返す。ル範囲l))

母標準偏差（セル
セル範囲に含まれる数値を母集団として計算した標準偏差を返す。範囲'))

最大（セル範囲り） セル範囲に含まれる数値の最大値を返す。

最小（セル範囲り セル範囲に含まれる数値の最小値を返す。

IF（論理式，式1,
論理式の値がtrueのとき式 1の値を，falseのとき式 2の値を返す。

［例］ IF(B3> A4,'北海道 ',C4)は，セルB3の値がセルA4の値よリ大きい
式2)

とき文字列“北海道”を，それ以外のときセルC4の値を返す。

個数（セル範囲） セル範囲に含まれるセルのうち，空白セルでないセルの個数を返す。

セル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定された条件を満たすセ

ルの個数を返す。検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，セル範囲に
条件付個数（セル 含まれる各セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

範囲，検索条件の ［例1]条件付個数 (H5:L9,> Al)は，セルH5~L9のセルのうち，セルAl
記述） の値よリ大きな値をもつセルの個数を返す。

［例2]条件付個数 (H5:L9,='A4')は，セルH5~L9のセルのうち，文字列

"A4"をもつセルの個数を返す。

算術式の値以下で最大の整数を返す。

整数部（算術式） ［例1]整数部 (3.9)は， 3を返す。

［例2]整数部 (-3.9)は，ー4を返す。

算術式1の値を被除数，算術式2の値を除数として除算を行ったときの剰余を

剰余（算術式1，算
返す。関数 ‘‘剰余”と ‘‘整数部’'は，剰余 (x,y)= X - y *整数部 (x/ y)と

いう関係を満たす。
術式2)

［例1]剰余 (10,3)は， 1を返す。

［例2]剰余 (-10,3)は， 2を返す。

平方根（算術式）
算術式の値の非負の平方根を返す。箕術式の値は，非負の数値でなければなら

ない。

論理積（論理式1, 論理式1，論理式2,・・・の値が全てtrueのとき，trueを返す。それ以外のときfalse

論理式2,… )勾 を返す。

論理和（論理式1, 論理式1，論理式2,・・・ の値のうち，少なくとも一つがtrueのとき，trueを返す。

論理式2,…)勾 それ以外のとき falseを返す。

否定（論理式） 論理式の値がtrueのときfalseを，falseのときtrueを返す。
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切上げ（算術式， 算術式の値を指定した桁位置で，関数‘‘切上げ’'は切り上げた値を，関数‘‘四捨

桁位慨） 五入’'は四捨五入した値を，関数‘‘切捨て’'は切リ捨てた値を返す。ここで，桁

四捨五入（算術 位置は小数第 1位の桁を 0とし，右方向を正として数えたときの位監とする。

式，桁位慨） ［例1]切上げ(-314.059, 2)は，ー314.06を返す。

切捨て（算術式， ［例2]切上げ（314.059,-2)は， 400を返す。

桁位置） ［例3]切上げ(314.059,0)は， 315を返す。

式1，式2,…のそれぞれの値を文字列として扱い，それらを引数の順につない

結合（式l，式2，…)2)
でできる一つの文字列を返す。

［例］結合（＇北海道','九州 ',123,456)は，文字列“北海道九州123456"を返

す。 ヽ

順位（算術式，セ セル範囲の中での算術式の値の順位を，順序の指定が0の場合は昇順で， 1の場

ル範囲1),/園茅の指 合は降順で数えて，その順位を返す。ここで，セル範囲の中に同じ値がある場合，

定） それらを同順とし，次の順位は同順の個数だけ加算した順位とする。

乱数（） 0以上 1未満の一様乱数（実数値） を返す。

表引き（セル範囲， セル範囲の左上端から行と列をそれぞれ 1,2，・・・と数え，セル範囲に含まれ

行の位置，列の位 る行の位説と列の位閥で指定した場所にあるセルの値を返す。

置） ［例］表引き (A3:Hll,2,5)は，セルE4の値を返す。

セル範囲の左端列を上から下に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の行を探す。その行に対して，セル範囲の左端列から

列を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる列の位置で指定した列にあるセル

の値を返す。

垂直照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件 ：式の値と一致する値を検索する。

範囲，列の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 左端列は上から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］垂直照合 (15,A2:El0,5,0)は，セル範囲の左端列をセルA2,A3,…, 

AlOと探す。このとき，セルA6で 15を最初に見つけたとすると，左端

列 Aから数えて 5列目の列 E中で，セル A6と同じ行にあるセル E6の

値を返す。

セル範囲の上端行を左から右に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の列を探す。その列に対して，セル範囲の上端行から

行を 1,2,…と数え，セル範囲に含まれる行の位置で指定した行にあるセル

の値を返す。

水平照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

範囲，行の位四，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 上端行は左から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］水平照合 (15,A2 : G6, 5, 1)は，セル範囲の上端行をセルA.'2,B2,・・・，

G2と探す。このとき， 15以下の最大値をセルD2で最初に見つけたとす

ると，上端行 2から数えて 5行目の行 6中で，セル D2と同じ列にある

セルD6の値を返す。

1行又は 1列を対象とする同じ大きさの検索のセル範囲と抽出のセル範囲に

対して，検索のセル範囲を左端又は上端から走査し，式の値と一致する最初の

照合検索（式，検索 セルを探す。見つかったセルの検索のセル範囲の中での位置と，抽出のセル範

のセル範囲 ，抽出 囲の中での位囲が同じセルの値を返す。

のセル範囲） ［例］照合検索 （15,Al: AS, C6: Cl3)は，セルAl~A8をセルALA'2,…と

探す。このとき，セル A5で 15を最初に見つけたとすると，セル C6~

Cl3の上端から数えて 5番目のセル ClOの値を返す。
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1行又は 1列を対象とするセル範囲に対して，セル範囲の左端又は上端から走

査し，検索の指定によって指定される条件を満たす最初のセルを探す。見つか

ったセルの位置を，セル範囲の左端又は上端から 1,2, …と数えた値とし，

その値を返す。

・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

照合一致（式，セル ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

範囲，検索の指定） セル範囲は左端又は上端から順に昇順に整列されている必要がある。

・検索の指定がー1の場合の条件：式の値以上の最小値を検索する。このとき，

セル範囲は左端又は上端から順に降順に整列されている必要がある。

［例］照合一致(15,B2:B12, -1)は，セルB2~B12をセルB2,B3, …と探

す。このとき， 15以上の最小値をセ｝冶9で最初に見つけたとすると，セ

ルB2から数えた値 8を返す。

行数及び列数が共に同じ検索のセル範囲と合計のセル範囲に対して，検索と合

計を行う。検索のセル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定され

る条件を満たすセルを全て探す。検索条件の記述を満たした各セルについての

左上端からの位慨と，合計のセル範囲中で同じ位置にある各セルの値を合計し

て返す。

検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，検索のセル範囲に含まれる各

条件付合計（検索
セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

［例1]条件付合計 (Al:B8,> El,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
のセル範囲，検索

~B8のうち，セルElの値よリ大きな値をもつ全てのセルを探す。この
条件の記述，合計

とき，セル A2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である
のセル範囲 l))

セル C2~D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値

を合計して返す。

［例2]条件付合計 (Al:B8,= 160,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
~B8のうち， 160と一致する値をもつ全てのセルを探す。このとき，セ

ル泣， B4,B7が見つかったとすると，合計のセル範囲であるセルC2~
D9の左上端からの位腔が同じであるセル C3,D5, D8の値を合計して

返す。

注り引数として渡したセル範囲の中で，数値以外の値は処理の対象としない。

2) 引数として渡すことができる式の個数は， 1以上である。

7. マクロ

(1) ワークシー トとマクロ

ワークシートには複数のマクロを格納することができる。

マクロは一意のマクロ名を付けて宣言する。マクロの実行は，表計算ソフトのマクロの実行

機能を使って行う。

［例］0マクロ： Pro

例は，マクロ Proの宣言である。

(2) 変数とセル変数

変数の型には，数値型，文字列型及び論理型があリ，変数は宣言することで使用できる。変

数名にセル番地を使用することはできない。

［例］0数値型： row,col 

例は，数値型の変数 row,colの宣言である。

セルを変数として使用でき，これをセル変数という。セル変数は，宣言せずに使用できる。
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セル変数の表現方法には，絶対表現と相対表現とがある。

セル変数の絶対表現は，セル番地で表す。

セル変数の相対表現は，次の書式で表す。

口`I；詈こ：［王立ピ：孟言ば：：：竺霜
［例1]相対(B5,2, 3)は，セルE7を表す変数である。

［例2]相対(B5,-2, -1)は，セルA3を表す変数である。

(3) 配列

数値型，文字列型又は論理型の配列は宣言することで使用できる。添字を“ ["及び“]”で

囲み，添字が複数ある場合はコンマで区切る。添字は 0から始まる。

なお，数値型及び文字列型の変数及び配列の要素には，空値を格納することができる。

［例］ 0文字列型：table[100,200] 

例は， 100 X 200個の文字列型の要素をもつ 2次元配列 tableの宣言である。

(4) 宣言，注釈及び処理

宣言注釈及び処理の記述は，“共通に使用される擬似言語の記述形式＂の〔宣言，注釈及び

処理〕に従う。

処理の記述中に式又は関数を使用する場合，その記述中に変数，セル変数又は配列の要素が

使用できる。

［例］ 0数値型： row

I 二＇（ E]□,511)1←垂直照合（相対（E1,row, 0), A1 :B10, 2, 0) * 10 

例は，セルELE2, …,E5の各値に対して，セルAl~AlOの中で同じ値をもつセル

が現れる最初の行を探し，見つけた行の列 Bのセルの値を10倍し，セルFL F2,…,F5の

順に代入する。
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〔 メモ用紙 〕
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〔メモ用紙〕
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:40~ 15:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおリ解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. Javaプログラムで使用する APIの説明，アセンブラ言語の仕様及び表計算ソフト

の機能・用語は，この冊子の末尾を参照してください。

10. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル（B又はHB),鉛筆削リ，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラプル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハン

カチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12. 答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

13. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったリ ，気分が悪くなったリした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，TM 及びRを明記していません。

＇ 
c2016 独立行政法人情報処理推進機構
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